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序

樽味四反地遺跡は松山平野の中心部を南西に流れる石手川中流域左岸に位置し、

西日本有数の規模を誇る弥生時代後期末から古墳時代初頭の大型建物址 3棟が発見

された遺跡です。これまでの埋蔵文化財発掘調査によって、縄文時代から中世にか

けての集落の様相がしだいに明らかになってきました。しかし、大型建物址につい

ては隔絶した規模を有する注目すべき遺構でありながら、その範囲や性格を決定す

る周辺データが得られていませんでした。

今回報告する樽味四反地遺跡14次・16次調査は、重要遺跡確認調査として、大型

建物址を中心とする遺跡の範囲確定と、その前後の時期の集落の分布状況の確認を

めざして実施したものです。残念ながら大型建物址に関連する遺構は検出できませ

んでしたが、古墳時代中期初頭から後期にかけての集落経営の様相を示す住居の重

複や建て替えの痕や住居廃絶に伴う祭祀行為に使用されたと思われる土器や装飾品

が発見されています。また古代遺構として、L字状に折れ曲がる2本の溝を検出し

ており、古代集落の様相解明の貴重な手がかりとなりました。

しかし、大型建物址に関しては、類例のない特異な様相をもった存在と考えざる

を得なくなりました。このことは大きな前進でもあります。今後は問題を整理し、

さらなる調査を手がけてまいります。

本書が、重要遺跡確認調査の一環として、多くの方々と問題を共有しながら謎解

きに向かう原動力になることを祈っております。

最後に、発掘調査および報告書刊行に、ご協力いただきました地権者ならびに周

辺の住民の方々、関係各位に厚くお礼申し上げます。

平成21年 1月 31日

松山市教育長  山 内   泰
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1.本書は松山市教育委員会、財団法人松山市生涯学習振興財団が国庫補助事業として、平成
18年度に実施した松山市樽味地区における埋蔵文化財の発掘調査報告書である。なお、本

報告書は平成20年度の国庫補助事業として刊行したものである。

2.本文中では遺構名を略号化し、竪穴住居 :SB、 掘立柱建物 :掘立、溝 ISD、 自然流
路 :SR、 土坑 iSK、 柱穴・小穴 :SP、 性格不明遺構 :SXで記述した。
3.本書で使用した標高数値はすべて海抜標高を示し、方位は国土座標を基準とした真北であ
る。

4.基本土層や遺構埋土の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』

(1998)に準拠した。

5.屋外調査での写真は調査担当者と大西朋子が、遺物写真と図版作成は大西が担当した。

6。 遺構の実測は宮内慎一、水本完児、遺物の復元及び実測・製図は宮内の指示のもとに、山

下満佐子、平岡直美、西本三枝、木西嘉子、森田利恵、鈴鹿八恵子、岡本邦栄がおこなっ

た。

7.挿図の縮尺は縮分値をスケール下に記した。遺物実測図は原則として、縄文土器、弥生土

器、土師器、須恵器、陶磁器は 1/4、 石器、金属製品は 1/2、 玉類は 1/1と した。

8。 調査では下條信行 (元愛媛大学)、 田崎博之 (愛媛大学)、 前園実知雄 (奈良芸術短期大学)、

長井数秋 (日本考古学協会会員)、 名本二六雄 (日本考古学協会会員)の諸先生方にご指導、

ご教示を頂いた。記して感謝申し上げます。

9.屋外調査における国土座標測量は、以下の 2社に業務を委託した (国際航業株式会社、セ

ントラルエンジニアリング株式会社)。

10。 本書の執筆は宮内、水本が分担し、編集は宮内が担当し山下、平岡の協力を得た。浄書は

宮内の指示のもと平岡が担当した。

11.本書に掲載した記録類や遺物は、松山市立埋蔵文化財センターにおいて保管されている。
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第 1章 はじめに

1.調査に至る経緯

平成18年度に、松山市樽味地区は国より重要遺跡確認地域に指定された。この結果を受け、松山市

教育委員会文化財課 (以下、文化財課)と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以

下、埋文センター)は委託契約を結び、樽味地区における重要遺跡確認調査を実施することになった。

まず、平成18年度は松山市樽味 4丁 目219番 1と 樽味 4丁 目222呑 1の 2箇所を調査対象地とした。

なお、既往の調査より前者を樽味四反地遺跡14次調査地、後者を樽味四反地遺跡16次調査地とした。

とりわけ、16次調査地は平成 8年度に実施した樽味四反地遺跡 6次調査地 (超大型建物検出遺跡)の

西側に隣接した場所にあたる。

これらのことから、文化財課と埋文センターは協議をおこない、国庫補助事業として発掘調査を実

施することが決定した。樽味四反地遺跡14次調査は平成18年 7月 、樽味四反地遺跡16次調査は■月よ

り発掘調査を開始した。

2.調査・整理の経緯

成19年 3月 までの 5ケ月間実施した。発掘調査は埋文センターが主体となり、重機の使用による表土

回霊瓢 樽味四反地遺跡14次調査は、平成18年 7月 から2ケ月間、同16次調査は平成18年 11月 から平
２

　

ン

掘削をおこない、その後、作業員を導入し包含層の掘り下げや遺構 。遺物の検出及び測量作業を実施

した。なお、調査は国庫補助事業であり遺構保護のため住居や土坑、柱穴等の遺構は半萩を基本とし

たため未掘部分がある。そのため、未掘部分については配置図や測量図では点描または「未掘」とし

て表記している。また、調査にあたり国家座標第Ⅳ座標系にもとづく4級基準点の設置業務を測量業

者に委託した。発掘調査中には、下條信行氏 (元愛媛大学教授)を中心とした委員会のメンバーによ

る遺跡検討会を数回実施し、調査方法や遺構 。遺物の分析等の指導を受けた。なお、調査終了時には

一般市民対象の現地説明会を開催し、啓家普及活動にも努めた。

踵型コ 発掘調査の翌年度、平成19年度には埋文センター内にて報告書作成に伴う整理作業を実施し

た。発掘調査と同様、埋文センターと文化財課が整理作業に伴う委託契約を結び、14次調査の整理作

業は平成19年 4月 から平成20年 3月 、16次調査は平成19年 7月 から平成20年 3月 までの間に出土遺物

の復元や実測、測量図の合成や作図等をおこなった。その後、平成20年度には、調査報告書刊行に伴

う編集や校工作業を実施した。

教 育 長

局  長
企 画 官

企 画 官

企 画 官

山内  泰

石丸  修

仙波 和典

古鎌  靖

岸  紀明

3.刊行組織 (平成21年 1月 31日現在)
松 山 市 教 育 委 員 会

事務局
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文化財課

(財)松山市生涯学習振興財団

埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

課  長
主  幹
主  幹
理 事 長

事務局長

所長兼考古館長

次長兼教育普及担当リーダー

次長兼調査担当リーダー

調 査 員

調 査 員

調 査 員

家久 則雄

森  正経

森川 恵克

中村 時広

吉岡 一雄

丹生谷博一

折手  均
重松 佳久

宮内 慎一

水本 完児

大西 朋子 (写真担当)

第 2章 遺跡の立地と歴史的環境

1.立 地 彿 1図 )

樽味四反地遺跡14次・16次調査地が所在する松山平野は四国山地北西部に位置し、石手川や重信川

などの大小河川で形成された複合扇状地性の平野である。このうち、調査地北側を流れる石手川は高

縄山から西方に流れ、途中に重信川と合流する。石手川が形成した扇状地は、松山市石手付近 (標高

50m)を扇頂とし南西方向に広がりをみせ、その範囲は半径約 4km、 標高20mの地点までを含んでい

る。石手川扇状地は、山麓裾の松山市正円寺や畑寺にかけての古期扇状地面と、道後、中村に広がる

新期扇状地面、さらには石手川南岸東側に広がる洪積世の段丘化した低位段丘面とに区分される。こ

のうち、調査地は石手川南岸新期扇状地面に立地している。なお、調査地が所在する扇状地面は、今

から約23,000年前、姶良Tn火山灰の降下、堆積時には既に段丘化していたものと推測されている。近

年の発掘調査において、樽味遺跡 1次調査や樽味四反地遺跡 1次調査で、 2次的な堆積状況の火山灰

が検出されているほか、同じ扇状地面にある束本遺跡 4次調査からも同様の火山灰が確認されている。

一方で、洪積世の最終氷期、約 2万年～1.8万年前には、石手川は道後城北地区を通り、松山市堀江地

区へ流化していたものと推定されており、石手川南岸にある樽味地区では洪積世最末期から完新世に

かけて石手川北岸に比べ、安定した地形を形成していたものと考えられている。

2.環 境 い 2図 )
樽味四反地遺跡14次 。16次調査地が所在する松山市樽味地区では、道路建設工事や民間の開発行為

等により近年発掘調査が増加している。ここでは、樽味地区をはじめ、前述の新期扇状地面上に展開

する遺跡を中心に遺跡の状況を概観する。

旧石器時代 当該期の遺構は確認されておらず、遺物は表面採集や後世の遺構への流入資料である。

経石山古墳からはスクレーパーや楔形石器、桑原西稲葉遺跡 2次調査では角錐状石器、さらには樽味

四反地遺跡 6次調査や束本遺跡 4次調査よリナイフ形石器が出上している。このほか、姶良Tn火山灰

(AT火山灰)の確認された事例が、近年の発掘調査で報告されており、樽味遺跡 1次調査や樽味四反

地遺跡 1次調査、枝松遺跡 3次調査では 2次的な堆積状況、束本遺跡 4次調査では 1次的堆積状況の
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テフラが確認されている。

縄文時代 当該期の遺構は稀少であるが、近年の調査で縄文時代晩期とされる遺構が検出されてい

る。松山市道「樽味溝辺線」関連の調査において、東野森ノ木遺跡 2次 。4次調査と樽味立添遺跡 3

次調査では晩期の土器を含む貯蔵穴が数基検出され、樽味地区における集落の出現期を考えるうえで

貴重な事例となっている。このほか、東本遺跡 4次調査では、今から約6,300万年前に降下したとされ

る鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah)が確認され、火山灰の下位層からは縄文時代早期の槍先形石器やス

クレーパーが出土している。

弥生時代 弥生時代になると、対象となる遺跡数が増加する。前期では、樽味四反地遺跡 5次調査

において竪穴住居や土坑が検出され、さらに樽味立添遺跡 3次調査や樽味四反地遺跡 7次調査では前

期末の溝が確認されている。中期では前半の資料はなく、後半の資料が大半を占める。樽味高木遺跡

2次調査や樽味四反地遺跡 5次調査では、円形及び方形竪穴住居が検出され、樽味高木遺跡 3次調査

からは土坑が検出されており、当該期の集落構造や住居構造を知る手がかりとなっている。

後期では、後棄から終末期における竪穴住居の検出事例が増加すると共に、他地域との交流が知れ

る貴重な資料が数多く確認されている。後期後葉では、樽味立添遺跡や樽味四反地遺跡、樽味高木遺

跡のほか、扇状地南側に所在する桑原高井遺跡 1次調査や束本遺跡 2・ 4・ 5次調査、枝松遺跡 3・ 5次

調査において竪穴住居が多数確認されている。特に、東本遺跡で検出した竪穴住居のうち、円形を呈

する住居は直径 8mを超える大型住居で、住居内からは鉄鏃や鉄斧などの鉄製品が多く出土すること

から、鍛冶関連の遺構である可能性が示唆されている。

第司図 松山平野の地形概要図
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環  境

このほか、束本遺跡 4次調査検出の S B203号住居からは破鏡、包含層資料ではあるが樽味立添遺跡

1次調査からは中国銭である『貨泉』、樽味高木遺跡 3次調査では準構造船が描かれた絵画土器片など

が出上しており、他地域との交流を知る貴重な考古資料が注目される。

古墳時代 古墳時代初頭では、 3棟の超大型建物が注目されている。平成 8年度に実施した樽味四

反地遺跡 6次調査において、床面積約130だ を測る総柱構造の床束式建物が発見された。その 7年後、

平成15年度には樽味四反地遺跡8次調査にて床面積160だ前後を測る 3棟のうち最大規模の建物が発見

された。さらに、平成17年度には樽味四反地遺跡13次調査において、床面積100だ前後を測る大型建物

が発見された。これら3棟の建物は樽味地区において、当該期の首長層などに関係する特殊建物では

ないかと考えられている。なお、前期の集落遺構は樽味地区のみならず、松山平野内においても検出

事例が非常に少なく、集落様相は不明な点が多い。

中期から後期では、遺跡数が飛躍的に増大する。中期では樽味高木遺跡 1次調査をはじめ、樽味四

反地遺跡や樽味立添遺跡など多くの遺跡で竪穴住居や土坑が検出され、集落経営がさかんに営まれて

いたことがわかる。なお、樽味高木遺跡 8。 9。 11次調査では竪穴住居内から渡来系遺物が数多く出土

している。後期では、樽味四反地遺跡 7・ 8次調査や樽味高木遺跡 7・ 9次調査などから竪穴住居や溝

が確認されている。以上のことから、古墳時代中期から後期を通して集落が継続的に営まれていたも

のと推測される。一方、丘陵部や古期扇状地面上には中期から後期の古墳が数多く存在する。丘陵上

では、中期後半の築造とされる畑寺竹ケ谷古墳や東野お茶屋台古墳があり、古期扇状地面上には中期

から後期の前方後円墳である経石山古墳や三島神社古墳が造営されている。

古 代 樽味四反地遺跡 1・ 5次調査では自然流路が検出され、 5次調査からは円面硯や奈良三彩の

壷が出上している。また、東野森ノ木遺跡 1次調査や樽味四反地遺跡 8次調査では土坑が検出される

など、古代の集落関連遺構の検出事例が近年増加傾向にある。

中 世 樽味遺跡 1・ 2次調査では、14～16世紀の溝や掘立柱建物が検出されている。また、東野森
ノ木遺跡 1次調査からは溝や掘立柱建物のほか、完形の白磁四耳壼が埋納された土坑が検出され、樽

味四反地遺跡 8次調査では素掘 りの井戸が検出されている。これらのことから、当該期の生活関連遺

構が部分的ではあるが、広く分布していることがわかる。なお、その中心は愛媛大学農学部構内あた

りであると考えられている。

【文 献】
① 平井 幸弘 1989

② 重松 佳久 1992

③ 宮本 一夫 1989
④ 桓木 謙- 1992
⑤ 高尾 利長 1996

⑤ 梅木 謙- 1992
⑦ 富肉 慎- 1994

③ 河野 史知 2007

「樽味違EITl及び樽味違跡をとりまく地形環環」『鷹子・樽味違跡の調査』

愛媛大学埋蔵文イヒ財調査報告 I

「石手川水系に船ける十日石器文化」F桑原地区の違跡』

松山市文イヒ財調査報告善第26集

『鷹子・樽味違帥の調査』愛媛大学埋蔵文化財調査報告 I

「樽味四反地違跡」『桑原地区の違跡』松山市文イヒ財調査報告書第26集

「束本違跡4次調査」『束本違跡4次調査・枝松違跡4次調査』

松山市文イヒ財調査報筈書第54集
「桑原西稲葉違跡2次調査」松山市文イヒ財調査報告書第26集
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「東野森ノ木違跡 4・ 2・ 3・ 4次調査」『東野森ノ木違跡 1・ 2・ 3・ 4次調査地、

樽味立添違跡3次調査地、樽味高木違跡7・ 8,9,11次調査地、
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樽味四反地遺跡7・ 8・ 9,11次調査地、枝松遺跡6次調査地』

松山市文イし財調査報告署第117集
「樽味立添違跡3次調査」松山市文イし財調査報告善第117集
「樽味高木違跡2次調査」松山市文イし財調査報告書第46集
『樽味四反地違跡5次調査』松山市文イヒ財調査報筈書第87集
「桑原高丼違跡 1次調査」松山市文イヒ財調査報告書第54集
「束本違跡2次調査」松山市文化財調査報告書第54集
「束本違跡5次調査」松山市埋蔵文イヒ財調査年報 12
「枝松違跡5次調査」松山市埋蔵文イヒ財調査年報Ⅶ
「樽味四反地遺跡4次調査」松山市文イヒ財調査報告署第46集
『樽味四反地違跡 I-6次調査―』松山市文イヒ財調査報告書第106集
「樽味四反地違跡7・ 8次調査」松山市文化財調査報告善第117集
「樽味四反地違跡13次調査」松山市埋蔵文イし財調査年報18

「樽味高木還跡7・ 8・ 11次調査」松山市文化財調査報告書第117集
「樽味高木還跡9次調査」松山市文化財調査報告豊第117集
『樽味還跡 I―樽味違跡2次調査―』愛媛大学埋蔵文イヒ財調査報告Ⅳ
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第 3章 樽味四反地遺跡14次調査

1.調査の経緯

(1)調査に至る経緯

調査地が所在する松山市樽味地区では近年、宅地開発や道路建設工事等により発掘調査が盛んにお

こなわれ、縄文時代から中世に至る集落関連遺構や遺物が多数発見されている。松山市が建設した

『市道樽味溝辺線』関連の発掘調査では縄文時代の上坑や弥生時代前期の溝など、樽味地区において初

例となる遺構が検出されたほか、朝鮮半島系の上器が数多く出上した。また、古墳時代初頭とされる

大型建物が 3棟発見されるなど、松山平野において重要な地域であったことが近年の調査・研究の結

果、明らかになってきた。

平成15年度には松山市教育委員会が主体となり、樽味地区重要遺跡確認調査として樽味地区内にお

ける試掘調査を実施した。このうちB区 として実施した調査の結果、柱穴や遺物包含層を確認した。

この結果を受け、平成17年度に財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文セ

ンター)と松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)は協議を重ね、国庫補助事業として発掘調

査を実施することを決定した。

発掘調査は埋文センターと文化財課が委託契約を結び、平成18年 7月 より開始した。

(2)調査の経緯
2006(平成18)年 7月 3日 、調査前の準備作業として調査地内に安全対策用の杭やロープを設定し、

発掘用具を搬入する。 7月 5日 より重機 (バックホー0。1ゴ)の使用により、表土層の掘削を開始する。

7月 7日 、作業員を投入し第V層上面にて遺構検出作業をおこない、滞や土坑、柱穴等を検出する。

7月 10日、測量業者 (国際航業株式会社)に国家座標杭の設置業務を委託し、調査地内に5m四方の

グリットを設定する。 7月 12日、遺構検出状況写真を撮影後、土坑から順に掘り下げ及び測量作業を

おこなう。 7月 26日 、検出した溝の全体像が不明であったため、調査区を西側へ約 lm拡張し、再度、

遺構検出作業を実施する。8月 25日 、遺構完掘状況写真を撮影し、測量作業を終了する。 8月 26日、一

般市民対象の現地説明会を開催し、参加者50名 を得た。 8月 28日 、重機により調査区北壁沿いに深掘

トレンチを掘削し、遺構検出面下の土層堆積を確認する。8月 29日 、遺構保護の為、遺構内に真砂土

を投入し、その後、重機により埋め戻し作業をおこなう。8月 31日 、発掘用具や事務所を撤去し、屋

外調査を終了する。

(3)調査組織
所 在 地 :松山市樽味 4丁 目219呑 1
調査 期 間 :2006(平成18)年 7月 3日 ～同年 8月 31日

調査 面積 :64だ

土地所有者 :浅川 光夫
調 査 目的 :樽味地区重要遺跡確認調査

調 査担 当 :松山市教育委員会文化財課主査 栗田 正芳
財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター調査員 水本 完児
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樽味四反地遺跡14次調査

2.層 位 悌 4・ 5図 )
(1)基本層位

調査地は、調査以前は雑種地であった。現況では標高40m前後を測る。調査地の基本層位は、以下

の 7層である。なお、 6・ 7層 は調査区北壁沿いに設定した深掘 トレンチにて確認した土層である。

I層 :青灰色 (10BG6/1)砂 質シルトで、水田耕作に伴う耕作土である。層厚10～20cm。

Ⅱ層 :にぶい黄褐色 (10YR4/3)粘 質シルトで、水田耕作に伴う床上である。調査区内にて部分的

に見られる。層厚 2～ 5cm。

Ⅲ層 :灰黄褐色 (10YR6/2)砂質シルトで、調査区ほぼ全域に見られる。層厚 5～ 30cm。 本層中か

らは、重機掘削時に弥生土器や土師器、須恵器が混在して出上した。

Ⅳ層 :黒褐色 (10YR2/3)粘質シルトで、調査区ほぼ全域に見られる。層厚10～40cm。 調査壁の上

層観察により、溝 (SDl～ 3)や暗褐色粘質シルトを埋土とする遺構 〔①〕が本層上面か
ら掘り込まれていることを確認した。本層中からは、主に古墳時代から古代に時期比定され

る土師器や須恵器が出上した。

X=93250

〇
∞
卜
Ｏ
Φ
Ｉ

０

，
ω
ゆ
Φ
Ｉ

X=93240

X=93230

第3図 調査地測量図
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Ⅵ

ヽ _________

H=40.10m

I 青灰色(10BG6/1)砂質シルト
I にぶい黄褐色(10YR4/3)粘質シルト
Ⅲ 灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト
V 黒褐色(10YR2/3)粘質シルト
V にぶい黄掲色(10YR5/3)粘質シルト
Ⅵ 灰黄色(2.5Y6/2)粘 質砂
Ⅶ 褐灰色(10YR6/1)砂礫
◎ 黒0(10YR2/2)粘質シルト

〔北壁①〕

W

↓
H=40。 10m

ｅ
じ

ｄ
し し

H=40.10m

V

撹 乱

′
―
 ヽ――一/―＼―/'v,           V     _`____

〔西壁〕

送  SPll ノ

ヽ

(S=1:30)

第4図 調査区北壁 。西壁土層図
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ヽ
SK3 ′倒木址

′

〔南壁①〕

Ｃ
じ

ｂ

ｌ

〉

ｄ
‐上〉

W H=40.10m H=40.10m

I

撹 乱
Ⅲ

V
V

〔東壁〕

0              1             2m

(S=± 30)

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

青灰色(10B06/1)砂質シ)レ ト
にぶい黄褐色(10YR4/3)粘質シ)レ ト
灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト

黒褐色(10YR2/3)粘質シルト
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
B旨褐色(7 5YR3/3)粘質シルト

Ｖ

Ｖ

⑥

第5図 調査区南壁 。東壁土層図
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位

V層 :にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘質シルトで、深掘 トレンチの上層観察により厚さ50cm程度の堆

積をなす。本層上面は、調査における最終遺構検出面である。なお、本層上面は調査区東側

から西側へ向けて緩傾斜をなし、東端では標高39.4m、 西端では39.2mを 測る。

Ⅵ層 :灰黄色 (2.5Y6/2)を 呈する粘質砂で、層厚30cm以上を測る。

Ⅶ層 :褐灰色 (10YR6/1)を 呈する砂礫層で、径 5～15cm大の円礫が混入する。

検出遺構や出土遺物から、Ⅳ層は古墳時代、Ⅲ層は中世までに堆積したものと考えられる。なお、

調査にあたり調査区内を5m四方のグリットに分けた。グリットは遺構の位置表示や遺物の取り上げ

に利用した。

(2)検出遺橋・遺物

調査で検出した遺構は、溝 3条 (古墳～古代)、 土坑 3基 (弥生)、 柱穴16基、倒木址 1基である。

遺物は遺構や包含層、及び重機掘削時に出土したもので、弥生土器 (中～後期)、 土師器 (古墳～中世)、

須恵器 (古墳～古代)、 輸入陶磁器、石器である。

Y=-65800
|

Y=-65795
|

Y=-65805
/rk l

／

／

‐
＼

一X=93240

―X=93235

(S=1:100)

↑     A
d

第6図 遺構配置図
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樽味四反地遺跡14次調査

3.遺構と遺物
(1)弥生時代の違構と遺物
弥生時代の遺構は、土坑 3基を検出した。

SKl(第 6・ 7図、図版 3)
調査区南東隅大2・ 3区に位置する。土坑中央部上面には溝SDl、 北西部はSPl(埋土 :暗褐色
粘質シルト)に切られ、南側は調査区外に続く。tt V層上面での検出であり、第Ⅳ層が覆う。平面形

態は楕円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長1.40m、 南北検出長1.50m、 深さは検出面下

25cmを 測る。断面形態は逆台形状を呈し、埋土は黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトがブロ

ック状に少量混入)である。土坑底面にて小ピットや小溝が検出されたが、埋土はすべて土坑坦土と

同様の黒褐色粘質シルトである。

遺物は埋土中より、弥生土器片が数点出土した。図化しうるものを1点掲載した。

SKl出 土遺物 (第 7図 )
1は弥生土器の董である。口縁端部を上下方に拡張させ、日縁端面に凹線文 3条を施す。

時期 :出土遺物が僅少で時期特定は難しいが、検出層位や出土遺物から、概ね弥生時代中期後半以

降とする。

=

H=39,40m

① 黒褐色(10YR2/2)粘質シルト。
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘賢シルトが
ブロック状に少量混じる。

0           1m

(S=,30)
第7図 SKl測 量図・出土遺物実測図

(S=■ 4)



遺構と遺物

SK2(第 6・ 8図 )

調査区中央部やや南西寄りA2区 に位置

する。第V層上面での検出であるが、土坑

北半部は遺構保護の為、未掘である。平面

形態は円形を呈し、規模は径0.80m、 深さ

は検出面下38cmを測る。断面形態は丸み

のある逆台形状を呈し、埋土は黒褐色粘質

シルト (にぶい責褐色粘質シルトが斑点状

に少量混入)である。なお、埋土中には少

量の炭化物が含まれている。土坑中央部底

面にて、径15cm、 深さ10cm程度の小ピッ

トを検出した。ピット埋土は、黒褐色粘質

シルトである。

遺物は埋土中より弥生土器の小片が数点

出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はない

が、検出層位や埋土から、概ね弥生時代の

遺構とする。

黒褐色(10YR2/2)粘質シルト。
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルトが
斑点状に少量混じり、炭化物が少量混入する。

L

測

炭化物

①

0           1m

(S='30)

第8図 SK2測量図

SK3(第 6・ 9図 )
調査区中央部東寄りBl～ C2区 に位置する。土坑北側は滞 SDlに切られ、東側はS P15(埋
土 :暗褐色粘質シルト)に切られている。第V層上面での検出であり、第Ⅳ層が覆う。土坑東半部は

遺構保護の為、未掘である。平面形態は精円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長1,70m、 南

北検出長2.00m、 深さは検出面下15cmを 測る。断面形態は九みのある逆台形状を呈し、埋土は黒褐色

粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に少量混入)である。土坑底面は起伏があり、土

坑壁体及び底面は倒木址 (埋土 :極暗褐色粘質シルト)と なる。

遺物は埋土中より弥生土器片と径 5～10cm大の礫が数点出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、検出層位や埋土等から、概ね弥生時代の遺構とする。

(2)古墳時代から古代の遺橋と這物
古墳時代から古代の遺構は、溝 3条を検出した。

SDl(第 6・ 10図、図版4)
調査区中央部を東西方向に廷び、北西部で南偵Iへ「L」 字状に折れ曲がる溝である。大 1～ Cl区
に位置する。溝南西部は土坑 SKl、 東側は土坑SK3を切り、溝東端及び南端は調査区外に続く。
第V層上面での検出であるが、調査区南壁の上層観察により第Ⅳ層上面から掘り込まれていることを

確認した。なお、滞上面は第Ⅲ層が覆う。規模は検出長約17m、 幅30～ 120cm、 深さは検出面下 6～

20cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は暗褐色粘質シルトである。溝底面は東側から南側ヘ

-15-



樽味四反地遺跡14次調査

,ゝ

ド

H=39.40m

―
① 上____ざF____″ タ

エエ

黒褐色(10YR2/2)粘賢シルト。
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルトが
ブロック状に少量混じる。

第9図 SK3測量図

向けて傾斜をなし、比高差約15cmを測る。溝西側壁体にて3基の柱穴 (SP2・ 3・ 6)を検出した。

柱穴規模は径15～ 30cm、 深さ 3～ 10cmを測る。柱穴掘り方埋土は暗褐色粘質シルトである。溝内か

らは弥生土器片や土師器片、須恵器片のほか石器が混在して出土した。

SDl出 土遺物 (第■図、図版 5)

2～ 4は須恵器の郭で、 2の杯部下位には 1条の沈線が巡る。 3・ 4は平底で、底部外面には回転ヘ

ラ切 り痕が残る。 5～ 7は須恵器の高郭である。 5は無蓋高杯の郭部で、郭都下位に波状文と凸線 2

条を施す。 6・ 7は脚部片で、裾端部は下方に届山する。 8は須恵器の壷で、頸部に凸線 1条 と波状文

を施す。 9。 10は須恵器の奏である。 9は口縁端部が断面長方形状を呈する。10は肩部片で外面に平行

叩き、内面には円弧叩きを施す。11は龍泉窯系の青磁碗で、釉調は薄緑灰色を呈する。12・ 13は土師

〓
＝
ω
Ｏ
ヽ
０
ヨ

(S=± 30)
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遺構と遺物

① 日き褐色(7 5YR3/4)粘 質シルト
⑥ 暗褐色(7 5YR3/3)粘 質シルト

0     1    2m

(S=■ 80)

第10図  SDl・ 2測量図
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樽味四反地遺跡14次調査
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SDl出土遺物実測図
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遺構と遺物

器の椀である。12は体部が直線的に立ち上が り、体部下位に稜をもつ。13は断面三角形状の高台をも

つ。14は土師器邦の底部で平底 となるが、底部調整は摩滅の為不明である。15。 16は土師器土金の脚

部であり、断面円形状を呈する。17・ 18は弥生土器の重である。17は広口壷で、口縁端面に斜格子目

文を施す。18は無頭壷で、口縁端面は面をなす。19は奏、20は童の底部で平底となる。21は敲石、22

は磨石で、21は中央部が凹む。

時期 :遺物が混在しており時期特定は難しいが、出土品のうち古墳時代から古代に時期比定される

須恵器片や土師器片の占める割合が多く、土坑との切り合いや検出層位から、概ね古墳時代から古代

の遺構とする。

SD2(第 6・ 10図、図版 3・ 4)

調査区西側Al～ 3区に位置する。調査区を西側に拡張した際に検出した溝で、溝北側は近現代坑

に削平され、南端は調査区外に続く。第Ⅳ層上面での検出であり、第Ⅲ層が覆う。規模は検出長6.5m、

幅30～90cm、 深さは検出面下 5～ 10cmを測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土はSDlと 酷似す
る暗褐色粘質シルトである。溝底面は北側から南側へ向けて緩傾斜をなし、比高差約 7cmを測る。溝

内からは少量の弥生土器片や土師器片が出土したほか、埋土中位から下位にて径 5～20cm大の河原石

が列をなして出土した。なお、 SDlと 一部重複する箇所があり、 SDlと SD2は 同一の溝である

可能性がある。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、検出層位や埋土がSDlと 同様であることから、概ね

古墳時代から古代の遺構としておく。

SD3(第 6。 12図 )

調査区北側中央部Bl区で検出した南北方向の溝
で溝南端は消失し、北側は調査区外に続く。tt V層

上面での検出であるが、調査区北壁の上層観察によ

り第Ⅳ層上面から掘り込まれた遺構であることを確

認した。規模は検出長1.12m、 幅0.66m、 深さは検出

面下10cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土

は暗褐色粘質シルトである。滞底面はほぼ平坦であ

る。溝内からの遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく時期特定はできないが、検

出層位や埋土等から、概ね古墳時代から古代の遺構

としておく。

H=39.40m

暗褐色(7 5YR3/3)粘 質シルト

0           1m

(S=± 30)

第12図 SD3測量図

-19-



樽味四反地遺跡14次調査

(3)その他の這構と遺物
調査では、倒木址 1基 と16基の柱穴を検出したほか、

掘削時に出土した遺物は層位や地点が不明なものがあり

図を掲載した。

1)倒木 l■ (第 6図 )

調査区東側Bl・ 2区で検出した。倒木址上面には溝SDlや土坑SK3の ほか、S P13(埋土 :灰

褐色粘質シルト)が存在する。倒木の規模は東西検出長2.3m、 南北検出長3.7mを 測る。なお、発掘調

査時は平面プランのみを測量し、掘り下げ等は行っていない。埋土は粘性の強い極暗褐色粘質シルト

である。例木上面は第Ⅳ層が覆う。

2)柱穴 (第 6図 )
調査では16基の柱穴を検出した。埋上で分類すると、以下の4種類 (1類～ 4類)に分けられる。

1類 :灰褐色粘質シルト………SP8～ 10。 12・ 13

2類 :暗褐色粘質シルト………SPl～ 3・ 6・ 15

3類 :黒褐色粘質シルト………SP4・ 5・ 7'11・ 14

4類 :黒色粘質シルト…………S P16

包含層や重機掘削時に遺物が出上した。重機

、それらは「地点不明出土遺物」として実測

(5基)〔土師器が出土〕

(5基)〔弥生土器・土師器・須恵器が出土〕

(5基)〔弥生土器・土師器が出土〕

(1基)〔弥生土器が出土〕

上記の柱穴のうち、 3類 と4類の柱穴から出土した遺物を4点掲載した。

出土遺物 (第13図、図版 5)

23。 26は S P16出土品、24は S P14出土品、251ま SP4出 土品である。23・ 241ま弥生土器の甕で、
24は外面にタタキ調整、内面にはヘラミガキ調整を施す。25は弥生土器の支脚で、受部は「 U」 字状

にカットされ、柱部は中実となる。弥生時代末。26は弥生土器の壺で、平底となる。弥生時代中期後半。

3)包含層出土遺物 (第 13図、図版 5)
27～ 331よ第Ⅲ層、34～ 36は 第Ⅳ層出土品。27・ 28は土師器土釜の脚部片で、断面円形状を呈する。

14～ 15世紀。291よ土師器の奏で、口縁端部は丸く仕上げる。 6世紀。30は弥生土器の奏で、日縁端部

に凹線文 2条を施す。弥生時代中期後半。31は須恵器の郭蓋で、かえり端部は尖る。 7世紀前半。32

は須恵器四耳壺の把手部で、断面円形状を呈する。 6世紀。33は須恵器長頚重の底部で、焼成時の火

ぶくれが残る。 7世紀。341ま須恵器の無蓋高郭で、凸線 2条 と波状文を施す。 5世紀後半。351ま須恵

器の甦で、胴部上位に 1条の沈線が巡る。 6世紀。36は土師器甑の把手部で、やや上方に外反し、断

面楕円形を呈する。 6世紀。

4)地点不明出土遺物 (第 13図、図版 5)

37は土師器の椀である。体部は内湾し、口縁端部は尖り気味に仕上げる。 5世紀。381ま 土師器の高

郭である。低脚で、脚裾部に径1.Ocm大の円孔を穿つ。 4世紀。39は須恵器の郭身で、たちあがりは低

く内傾し、たちあがり端部は尖る。 6世紀。401ま弥生土器の壺で、日縁端部に凹線文 3条 を施す。弥

生時代中期後半。41は弥生土器の奏で、口縁端部は「コ」の字状に仕上げる。弥生時代後期前半。42

は緑色片岩製の扁平片刃石斧で、敲打段階の未成品である。
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樽味四反地遺跡14次調査

4.小 結
調査では、弥生時代から中世までの遺構や遺物を確認することができた。遺構は弥生時代の上坑と、

古墳時代から古代までに存在したと考えられる溝のほか、柱穴を検出した。 SKlは 弥生時代中期後
半の上器が出上した不整形状の土坑であるが、近年の調査において該期の竪穴住居や土坑が点在して

確認されており、その分布範囲が調査地周辺まで広がっていることが判明した。溝は「 L」 宇状に折

れ曲がる形状をなし、第Ⅳ層 (黒褐色粘質シルト)上面から掘り込まれた遺構である。樽味地区で検

出される黒褐色系のシルト層は主に弥生土器や土師器、須恵器を包含しており、古墳時代までに堆積

したものと推測されている。滞の時期特定は困難であるが、少なくとも古墳時代以降に掘削されてお

り、古代まで存続した可能性がある。樽味地区における古代遺構の検出例は少ないが、調査地南東部

に所在する樽味四反地遺跡 5次調査では流路内から硯や奈良三彩など、古代寺院や官衛遺構に関連す

ると思われる資料が出土している。今回検出の溝や周辺調査の結果などから、今後は弥生時代や古墳

時代のみならず、樽味地区における古代集落の解明が急務となる。

遺物一覧 ―凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄

調整欄

( ):復元推定値
土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、日端→口縁端部、胴→胴部、体→体部、脚→脚部、

底→底部、郭→郭部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土。

( )の 中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 4)→「 1～ 4 1mll大の石英 。長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表 1 SKl出 土遺物観察表 土製品

表2 SDl出 土這物観察表 土製品

表3 SDl出 土這物観察表  石製品

表4 柱穴出土遺物観察表 土製品

遺物観察表

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文 調  整 色調
t織目|

土

成

胎

焼
偏 署 図版

外 面 肉  面

1 〓霞
□径 (120)
残高  22 □縁端面に凹線文3条。 ヨヨナデ ナデ ヨコナデ ナデ

色

色

茶

茶
石 長 (1～ 2)

◎

番号 器 種 法量(cm) 形態 施文 調  整 色調
t織目|

生

成

胎

焼 備老 図版
外  面 肉  面

2 郵
径
高
□
残
(86)
35 郷き[下位に1条の沈線が巡る。 回転ナデ 回転ナデ

灰色

白灰色

密

◎

3 郵
底径 (68)
残高  19 体部下位に稜あり。小片。

回転ナデ

⑤回転ハラ切り
回転ナデ

淡写し灰白色

淡了し灰白色

密

◎

4 郵
径

高
属
残
(75)
24 」ヽh。

回転ナデ
⑥回転ハラ切り

回転ナデ
色茶
色
灰

灰

密

◎
5

5 高不 残高  30 無蓋高不。波状文十凸線2条。 回転ナデ 回転ナデ
青灰白色

灰e
密

◎

6 高不
径

高

底

残
(90)
20
脚部小h。
脚据き[は下方に屈曲する。

カキメ?

回転ナデ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

フ 高 野
径

高

医

残
脚据き[小片。
裾端き[は下方に屈曲する。

回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

8 〓空 残高  33 頸部后。凸線1条十波状文14条。 回転ナデ ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

密

◎

9 甕
□径 (235)
残高  19 断面長方形状の□縁部。小片。 マメツ マメツ

ヨし白褐色
まし白褐色

密

○
5

甕 残高  49 肩吝[小片。
カキメ→

平行日口き
円弧□日き

灰白色

黒灰色

密

◎

11 碗 残高  35 青磁碗。 施釉 施釉
薄緑灰色

薄緑灰色

密

◎

土
色
胎
灰

椀
□径 (164)
残高  44 体部下位に稜あり。 ヨコナデ ヨコナデ

乳白色

淡茶褐色

密

◎ 黒斑 ?

椀 残高  16 断面三角形状の高台。 ヨヨナデ マメツ
色
色
茶
灰
淡

密 金

◎
黒斑 ? 5

14 郵
属径 (93)
残高  15 平底。 マメツ ナデ マメツ 乳茶褐e

了し茶褐色

石 長 (1～ 2)

◎

土釜 残高  67 脱,き[片。断面円形。 ナデ
ハち「?

階茶掲色
石 長 (1～ 3)

◎
5

土釜 残高  86 B古 ,き[h。 断面円形。
ナデ
ハウ「?

淡茶褐色
石長(1～2)金
◎

17 一霊
□径 (254)
残高  34

広□壺。
□縁端面に斜格

=目
文あり。

ナデ ナデ (マメツ)
了し白褐色

橙乳灰掲色
石 長 (1～ 3)

◎
5

〓霊
□径 (154)
残高  45 無頸壺。□縁端面は面をもつ。 ヨコナデ

③ヨコナデ
∩ナデ

色灰

色

淡

灰

石 長(1～2)金

◎
5

甕
径
高
属
残
(50)
28 平医。 ナデ ナデ

渋黄橙色

淡黄橙色

石長(1～2)金
◎

黒斑

一霊
径

高

底

嘉
(65)
24 平医。

タタキ
(マメツ)

ナ デ
渋掲色
8き灰色

石 長(1～ 3)

◎

番号 器  種 残 荏 材  質
法 皇皇

備 老 図版
長さ(帥 ) 幅(cn) 厚さ(cm) 重さ (o)

敲石 2/3 賓 U」告 4793 5

磨百 ほぼ完存 不 明 122 41 5

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文 調  整 色調
1織目;

胎土

燒成
偏考 図版

外  面 肉  面

弩
□径 (172)
残高  29

く

コ

の字状□縁。□縁端部は
の字状に仕上げる。小府。

@ハグ→ヨ]ナテ
∩ハケ

9ハケ→ヨヨナデ
③板ナデ

灰褐色

灰褐色

石 長 (1～ 2)

◎
SP16

甕 残高  51 胴き[片。 タタキ→

ハ:ケ (4～ 5本//御

ブψ (4～5本/cm
→ミガキ

黒0
橙茶色

石 長 (1～ 3)

◎

SP14
煤付着

支脚 残高  77 受き[は
「U」 字状にカットされる。

中実。
ナデ→ハケ ナ デ

淡¥し掲色
淡了し褐色

石 長(1～3)金

◎
SP4 5

〓里
底径 (88)
残高  41 平底。 ナデ (マメツ) ナデ

橙茶色

橙茶色

石 長(1～ 2)

◎
SP16
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樽味四反地遺跡14次調査

土製品表5 包含層出土遺物観察表

表6 地点不明出土遺物観察表 土製品

表7 地点不明出土這物観察表 石製品

番号 器種 法量(cm) 形態 施文
調  整 。調

1織目!
胎土

焼成
備考 図版

夕1 面 内 面

土釜 残高  93 脳,部斥。断面円形。 ナデ ナデ (マメツ)
淡茶色

写し茶色
密 金

◎
Ⅲ層

土釜 残高  48 脚部h。 断面円形。 ナデ
茶褐色

茶掲色

石 長(1～2)金

◎
Ⅲ層

甕
□径 (235)
残高  35 内湾□縁。□縁端部は丸しヽ。

マメツ
(ナデ?)

マメツ

(ミガキ?)
要し茶色

ξし橙褐e
石 長 (1～4)

◎
I層

番
□径 (252)
嚇高  21 □縁端面に凹線文2条あり。 ヨコナデ ヨコナデ

色
色
茶
茶

石

◎
長 (1～2)金

Ⅲ層

郵蓋
□径 (118)
残高  16 小h。

マメツ

爾 回転ナデ
回転ナデ

色

色
灰

灰

密

◎
Ⅲ層

一里 残長  76 四耳壺。断面円形。 ナデ 青灰色
密

◎
正層 5

〓空
底径 (110)
残高  86 焼成時の火ぶくれあり。

④回転ナデ
⑤臓効 ズし

⑭回転ナデ
⑪板ナデ?

色
色
灰

灰

密

◎

Ⅲ層
自然釉

5

34 高lTX 残高  21 無蓋高邪。
凸線2条 +波状文5条以上。

回転ナデ 回転ナデ
黒灰色

黒灰色

密

◎
V層

醒 残高  28 /」 片ヽ。

吟］
四
耐

回転ナデ
色

色

灰

灰

青

密

◎
V層

甑 残高  41 lB手部。断面楕円形。 ナデ ナデ
色

色

茶

茶
石 長 (1～ 2)

◎
V層

番号 器種 法量(cm) 形態 施文 調  整 色調
t織目;

生

成

胎

焼
備者 図版

外  面 肉  面

椀
径

高
□
残
(128)
35
体き[は内湾し、
□縁端部は尖り気味。

ヨコナデ ヨコナデ
橙掲色

橙掲色

密 金
◎

黒斑

高 郷 残高  31 低脚。裾部にφ10cnの円子しあり。 マメツ ①マメツ
⑩ナデ(マメツ)

明橙色

明橙色

密

◎
5

不身
６

４

径
高
□
残

たちあがりは低く内傾し、
端き[は尖る。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰

灰

密

◎

40 歳里
□径 (114)
残高  13 □縁端面に凹線文3条あり。 ヨコナデ ヨコナデ

色

０

茶

茶
石 長 (1)金

◎

41 甕
□径 (182)
残高  30

「く」の字状□縁。
□縁端部は「コ」の字状に仕上げる。

ハク(7本/Cm)
→ヨヨナデ

ヨコノヤケ→ヨコナデ
ナデ

淡褐色

淡掲色

石

◎
長 (1～ 3)

番号 器  種 残 存 材 質
法 ０蔓

備 老 図版
長さ (cn) 幅 (cn) 厚さ(cm) 重さ (c)

扁平h刃石斧 不 明 緑色府岩 93 41 660 未成品 5
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第 4章 樽味四反地遺跡16次調査

1.調査の経緯

(1)調査に至る経緯

調査地が所在する石手川中流域左岸では、樽味遺跡 (愛媛大学農学部構内)を はじめ、樽味四反地

遺跡や樽味高木遺跡など数多くの発掘調査が実施され、縄文時代から中世までの複合遺跡であること

が近年の調査・研究の結果、明らかになりつつある。調査地を含む樽味地区は、平成18年度には国か

ら重要遺跡確認地域としての指定を受け、今回の調査は、重要遺跡確認調査として実施する最初の発

掘調査である。調査は、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文センター)

と松山市教育委員会文化財課 (以下、文化財課)が国庫補助事業として委託契約を結び、埋文センタ

ーが主体となり文化財課の協力のもと、平成18年 11月 より開始した。

(2)調査の経緯

調査は廃土置き場の都合上、調査地を北側と南側とに分けて実施した。平成18年 11月 1日 より北半部

の調査を開始する。重機 (バ ックホー0.25∬)を使用し、表土層及び包含層を掘削し、土層ごとに遺物

を取り上げる。11月 15日 、第Ⅶ層上面にて竪穴住居や柱穴等の遺構を検出する。H月 16日 、測量業者

(セ ントラルエンジエアリング株式会社)に国家座標軸測量業務を委託し、調査地内に 5m四方のグリ

ットを設定する。遺構検出時には切 り合いが多数見られ、各遺構の平面プランや重複関係が判断でき

なかったため、調査地内に東西、及び南北方向のベルトを設定し断面観察により掘り方や埋上、平面

プラン等を決定した。その後、竪穴住居を中心に調査を進めた。平成18年 12月 20日 、北半部の調査を

終了し、重機による埋め戻し作業をおこなう。

平成19年 1月 5日 より、南半部の調査を開始する。北半部と同様、重機の使用により表土層を掘削

し、 1月 9日 からは包含層の掘削と遺物の取り上げをおこなう。 1月 18日、第Ⅳ層掘 り下げ時に焼土

が数箇所で検出され、さらに焼土内からまとまって土器が出土した。カマドの遺存する可能性がある

ため、焼土周辺は掘削せず部分的に残すことにした。 1月 22日 、第Ⅶ層上面にて多数の竪穴住居や柱

穴を検出した。 1月 29日 、測量業者に再度、座標軸測量業務を委託する。その後、竪穴住居を中心に

遺構の掘 り下げや測量作業をおこなう。 3月 14日 よリカマ ドの断ち割り作業をおこない、 3月 15日 、

完掘状況写真を撮影する。 3月 17日 、一般市民対象の現地説明会をおこない、約80名の参加者を得る。

説明会終了後はカマドの測量作業をおこなう。なお、調査地は調査終了後も水田耕作をおこなうため、

遺構は真砂土で保護した後、 3月 19日 より重機の使用により包含層、表土の順に埋め戻し作業をおこ

なった。 3月 30日 、すべての埋め戻し作業を終了し、発掘調査を終了する。

(3)調査組織

所 在 地 :松山市樽味 4丁 目222呑 1

調査期間 :2006(平成18)年 11月 1日 ～2007(平成19)年 3月 30日

調査面積 :523だ

調査担当 :財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター調査員
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樽味四反地遺跡16次調査

2. 層 て立 (第 16～18図 )

(1)基本層位
調査地は、調査以前は水田として利用されていた。現況では標高39,4m前後を測る。調査地の基本層

位は、以下の7層である。

I層 :近現代の農耕に伴う客上で、土色、土質の違いにより4層に分層される。

I①層―青灰色 (10BG6/1)砂 質シルトで、水田耕作土である。層厚10～40cm。

I②層―明赤褐色 (2.5YR5/6)粘 質シルトで、水田床上である。層厚 5～ 18cm。

I③層一灰色 (7.5Y6/1)砂質シルトで、旧水田耕作上である。層厚 4～ 10cm。

I④層―にぶい黄褐色 (10YR5/4)粘質シルトで、旧水田床上である。層厚 2～ 8cm。

Ⅱ層 :灰黄褐色 (10YR6/2)砂質シルトで、調査区中央部付近にみられる。層厚 3～ 20cm。 本層中

からは、中世の上師器片や陶磁器片が重機掘削時に少量出上した。

Ⅲ層 :褐灰色 (10YR4/1)砂質シルトで、調査区南西部にみられる。層厚 5～30cm。 調査区東壁及

び南壁の土層観察により、Ⅲ層上面から灰褐色 (7.5YR6/2)砂質シルトを埋土とする遺構

〔◎〕が掘り込まれていることを確認した。本層中からは、古代の土師器片や須恵器片が重機

掘削時に少量出上した。

Ⅳ層 :暗褐色 (7.5YR3/3)粘質シルトで、調査区北半部にみられる。層厚10～30cm。 調査区西壁の

上層観察により、Ⅳ層上面にて灰褐色 (7.5YR6/2)砂質シルトや褐灰色 (7.5YR6/1)砂質シ

ルトを埋土とする遺構 〔◎、③〕が掘り込まれていることを確認した。本層中からは、主に

古墳時代から古代の上師器や須恵器が重機掘削時に少量出上した。

V層 :黒褐色 (10YR2/3)粘質シルトで、調査区北東部を除く地域に見られる。層厚10～ 30cmを 測

る。調査区西壁の上層観察により、V層上面より掘立柱建物や褐色 (7.5YR4/6)粘質シルト

を埋土とする遺構 〔①〕が掘り込まれていることを確認した。また、検出した竪穴住居は、

いずれもV層上面またはV層中から掘り込まれた可能性が高いものばかりである。なお、調

査区北半部にて楕円形状の凹み (SXl)を検出したが、SXlは V層で埋没している。本
層中からは、弥生土器や古墳時代の上師器、須恵器が数多く出土した。

Ⅵ層 :暗褐色 (7.5YR3/4)を 呈する粘性の極めて強いシルト層で、調査区南半部に部分的に見られ

る。層厚 3～20cm。 本層中からは、少量の弥生土器片や土師器片が出土した。

Ⅶ層 :にぶい黄褐色 (10YR5/3)粘質シルトで、下部には礫が混入する。本層上面は、調査におけ

る量終遺構検出面である。なお、本層上面の標高を測量すると北側から南側に向けて傾斜を

なし、調査区北西隅が最も高く標高39。 lm、 南西隅が最も低く標高38.9mと なる。

検出状況や出土遺物から、V・ Ⅵ層は古墳時代、Ⅲ・Ⅳ層は古代、Ⅱ層は中世までに堆積したもの

と考えられる。なお、調査にあたり調査区内を5m四方のグリットに分けた。グリットは遺構の位置

表示や遺物の取り上げ等に利用した。

(2)検出遺橋・遺物
調査で検出した遺構は、竪穴住居12棟 (弥生 :1棟、古墳 :11棟 )、 掘立柱建物 6棟 (古墳 :4棟、

古代 :1棟、中世 :1棟 )、 土坑 1基 (弥生)、 性格不明遺構 1基 (古墳)、 柱穴205基 (掘立柱建物柱

穴、及び住居床面検出の柱穴を除く)である。なお、今回の調査では、竪穴住居や土坑底面で検出し
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層  位

た溝や柱穴は、遺構ごとに通し番号を付けた (例 iSBl内 SP①、SB6内 SD②)。
遺物は遺構や包含層、及び重機掘削時に出上したもので、縄文土器 (晩期)、 弥生土器 (前期～後期)、

土師器 (古墳～中世)、 須恵器 (古墳～古代)、 陶機器 (備前)、 輸入陶磁器、石器、鉄器のほか臼玉、

ガラス玉、管玉などが出土した。

第14図 調査地位置図(S=1:500)

樽味高本遺跡2次

樽味四反麹遺節8次

樽味百本追跡
13次

樽味四反地遇跡
7次

樽味四反地追跡9次

樽味四反地遇跡6次
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樽味四反地遺跡16次調査

Y=-65845
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Y=-65855
|

A

Y=-65850
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Y=-65840
|

Y=-65835
|

G

X=93235

X=93230

X=98225

X〓 93220

X=93215

X=93210

一　
　
　
Ｈ

0             5m

第15図 遺構配置図
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H=39,60m

H=89,60m

H〓 30t60m

I① 青灰色(108G611)砂質シルト
I② 明赤褐色(2.5YR5/6)粘質シルト
I⑥ 灰色(7.5Y6/1)砂 質シルト
I ④l にぶい黄褐色(10YR5/4)埼蔓シルト
I  灰黄褐色(10YR6′ 2)砂質シルト
Ⅲ  褐灰色(10YR4/1)砂質シルト
V  階褐色015YR3/3)塩雲シルト
V  黒褐色(10YR2/3)粘欝シルト
Ⅵ  贈褐色(7.5YR3/4)粘質シルト
M  にぶい黄褐色(10YR5/8)粘質シルト

灰色(10Y6/1)砂質シルト

灰褐色(フ .5YR6/2)砂 質シルト

褐灰色(7.5YR6/1)砂軍シルト

オリープ黒色(10Y3/1)お質シルト

階褐色(7.5YR3/3)粘 質シジレト

黒褐色(7.5VR3/1)粘質シルト

⑥
◎
◎

◎
Θ

◎

(S=,30)

第16図 東壁土層図
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I①

H=39.60m

H=39,60m

SP271 i騎

ヽ______イ

｀
ヽ
、___′
/~~~~~~~― ―――一‐――――一―一、

S   N

H=39,60m
I① 青灰色(10BG6/1)砂質シルト
I② 明赤褐色(2.5YR5/6)粘質シ)レト
I③ 灰色(7,Y6′ 1)砂賢シルト
I  灰黄褐色(10YR6/2)砂壼シルト
皿  褐灰色(10YR4/1)砂質シルト
V  贈褐色(7 5YR3/9粘雪シルト
V  黒褐0(10YR2/3)粘質シルト
M  贈褐色(715YR3/4)粘 欝シルト
M  にぶい黄掲色(10YR5/3)粘質シルト

灰色(10Y6/1)砂寮シルト

灰褐色(7.5YR6/2)砂質シルト

福灰0(7.5YR6/1)砂質シルト
オリープ黒色(10Y3/1)粘質シルト

暗褐色(7.5YR3/3)粘質シルト

褐色(7 5YR4/6)粘質シルト

⑥

⑧

◎
◎

Θ

Ｏ

H=39,OOm

2m

′

第17図 西壁土層図
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V   ~=    ヤ
   Ⅶ

I SBl ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
I

H=39.60m

H=39,60m

ベルト

W H=39,60m

W

H=39.60m

I① 青灰色(10B06/1)砂質シルト
I② 明赤褐色(2 5YR5/6)粘質シルト
I③ 灰色(75Y6/1)砂質シルト
Ⅱ  灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト
Ⅲ  掲灰色(10YR4/1)砂質シルト
V  暗掲色(7 5YR3/3)粘質シルト
V  黒褐色(10YR2/3)粘質シルト
Ⅵ  暗褐色(7.5YR3/4)粘質シ)レト
Ⅶ  にぶい黄掲色(10YR5/3)粘質シルト

灰褐色(7.5YR6/2)砂質シルト

オリープ黒色(10Y3/1)粘質シルト

暗褐色(7.5YR3/3)粘質シルト

絹色(7.5YR4/6)粘質シルト

◎

◎

⑤

Ｏ

2m

第18図 北壁 。南壁土層図
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遺構と遺物

3.遺構と遺物
(1)VTl生時代の遺橋と遺物

弥生時代の遺構は、竪穴住居 1棟と土坑 1基を検出した。

1)竪穴住居
SB4(第 15。 19図、図版 9)
調査区北東隅A・ B4区 に位置し、住居北壁はSP4(埋土 :暗褐色粘質シルト)、 南西壁はS P43
(埋土 :褐色粘質土)に切られ、住居北側及び東側は調査区外に続く。第Ⅶ層上面での検出であり、第

Ⅳ層が覆う。なお、住居検出時には既に壁体は遺存しておらず、周壁溝のみの検出である。平面形態

は円形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長2.13m、 南北検出長4.65mを 測る。壁溝はほぼ全周

し、規模は幅 6～ 27cm、 深さ2～ 10cmを 測る。壁溝埋土は黒褐色粘質シルトである。壁溝内からは

径 3～ 10cm、 深さ3～ 5cmを測る小ピットを多数検出したことから、小ピットは壁溝に打ち込まれ

た抗痕と考えられる。このほか、住居床面からは大小20基の柱穴を検出したが、主柱穴を特定するこ

とはできなかった。各柱穴の規模は径10～ 66cm、 深さ10～ 30cmを測る。柱穴埋土は 3種類あり、S

P①・②・③～①・⑭・⑬・⑩は褐灰色シルト、SP③・⑤～⑦・⑫・〇・⑮～⑫・⑩は暗褐色粘質
シルト、SP④は灰色シルトである。住居床面は第Ⅶ層であり、わずかに住居中央部に向けて緩傾斜
をなす。遺物は周壁溝内より少量の弥生土器片が出土したが、図化しうるものはない。

時期 :出土遺物が僅少で時期特定は困難であるが、切り合いや住居埋土などからSB4の廃棄・埋
没時期は概ね弥生時代後期とする。

2)土 坑
SKl(第 15。 20図、図版 9・ 10)
調査区中央部やや北東寄り、C3～ D4区 に位置

する。土坑北側はS P76(埋土 :灰色砂質シルト)

に切られている。第Ⅶ層上面での検出であり、土坑

上部はSXl埋上が覆う。平面形態は南側がやや広
がる円形を呈し、規模は南北長4.46m、 東西長4.10m、

深さは検出面下1.3mを測る。断面形態は逆台形状を

呈するが、土坑下部は舟底状となる。埋土は 7層に

分層でき、①層黒褐色粘質シルト、②層オリーブ黒色

粘質シルト、③層灰黄褐色砂質シルト、④層黒色粘質

シルト、⑤層黒褐色粘質シルト、⑥層黒褐色粘質シル

ト、⑦層灰黄色粘質砂である。なお、②層及び⑤層中

には径 1～ 5cm大の小礫が少量混じり、④層中には

径 3～ 15cm大の比較的大型の円礫がレンズ状の堆積

をなしていた。また、⑥層中には径 1～ 3cm大の小

礫が大量に含まれていた。上坑壁体は中位付近まで

は第Ⅶ層であるが、土坑下位から底面は責色の砂層

B語彊目腸躍 2)樫托【。
(S=1:80)

第19図 SB4測量図
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樽味四反地遺跡16次調査

である。底面付近からは、発掘調査時に多少の湧水が認められた。土坑南側壁体にて 2基のピット

(SP① o②)を検出した。SP①は径20～ 22cm、 深さ8cmを測る円形ピット、SP②は長径54cm、

短径42cm、 深さ18cmを測る楕円形ピットで、埋土はSP①、SP②共に黒褐色粘質シルトである。

遺物は土坑南側壁体付近の②層中より、弥生土器の壷 (12・ 13)が出上したほか、④層中からは弥

生土器片が礫に混じって出土した。このほか、土坑検出時に土坑中央部南寄りの①層上面付近から土

師器奏 (15)が押しつぶされた状態で出土した。

出土這物 (第21図、図版18)

1～ 3は弥生土器の発である。 1・ 2の 口縁部は「く」の字状を呈し、胴部外面にはヘラミガキ調整

を施す。弥生中期後半。 3は弥生前期の奏で、回縁部に刻目凸帯文を貼り付ける。 4～ 6は弥生土器

の壷である。 4は広口壷で、回縁端面に刻目を施す。 5は頸部片で、凸帯文 2条を貼り付ける。弥生

中期中葉。 6は弥生前期の壷で、顎部に段をもつ。胴部外面にはヨコ方向のヘラミガキ調整を施す。

7～ 9は高郭で、 7は口縁部に貝殻施文による列点文を施す。弥生中期後半。 8は口縁内面に段をも

ち、外面にヘラミガキ調整を施す。弥生中期中葉。 9は郭柱部片で、柱部にヘラ描き沈線文 5条 と山

Ｅ
０
０
．０
∞
＝
〓

0      1      2m

(S=1:60)

第20図 SKl測量図

黒褐色(10YR2/3)粘質シルト。

オリーブ黒色(10Y3/1)粘 質シルトに白色砂粒

が混じりあう。径3～5cm大のレキを少量含む。

灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト。

黒色(10Y2/1)粘 貿シルトに径3～ 15帥大の

レキを大量に含む。

黒褐色(10YR2/2)粘質シルト。径1～ 39n大の

」ヽレキを少量含む。

黒掲色(10YR3/1)粘貰シルト。径5～ 1 0gn大の

レキが少量と径1～ 3帥大の小レキを大量に含む。

灰黄色(25Y6/2)粘質砂。

黄色(5Y7/6)砂

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦



遺構と遺物

形文を施す。弥生中期後半。10は ジョッキ形土器で、口縁端部は尖り気味に仕上げ、内外面共にヘラ

ミガキ調整を施す。弥生中期中葉。■は奏、12・ 13は壷の底部である。■はくびれをもつ上げ底、

12・ 13はやや上げ底となる。弥生中期中葉～後半。14は器種不明品であるが、外面に「×」状の線刻

が残る。15は土師器の奏である。復元完形品で、回径17.Ocm、 器高30.lcmを 測る。口縁部及び口縁端

部は内傾する。胴部外面はハケメ調整、内面は板ナデを施す。

時期 :出土遺物が混在しており時期特定は困難であるが、上限を弥生時代中期後半、下限を古墳時

代中期とする。

可 彎
9

ヽ
ノ

ｒ

【【

ね
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
川
‐ｒ
μ
脚
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(S=1:4)

第21図 SKl出上遺物実測図
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樽味四反地遺跡16次調査

(2)古墳時代の遺橋と遺物
古墳時代の遺構は、竪穴住居11棟、掘立柱建物 4棟、性格不明遺構 1基を検出した。

1)竪穴住居
SBl(第 15'22。 23図、図版10・ 11)
調査区北西部A2～ B3区に位置する。第Ⅶ層上面で検出した住居で、住居南西部はSB2、 住居

北壁はS P71(埋土 :灰色土)に切られ、西側は調査区外に続く。また、ベルトの土層観察により、

SBl上面から掘立 2柱穴が掘り込まれていることを確認した。平面形態は方形を呈するものと考え
られ、規模は南北長5.88m、 東西検出長5.64m、 壁高は検出面下約30cmを測る。住居埋土は2層に分

層でき、①層オリーブ黒色粘質土 (白色砂粒混入)、 ②層オリーブ黒色粘質土 (にぶい黄褐色シルトが

ブロック状に混入)である。検出状況から、②層は住居床面修復に伴う貼床土と考えられる。住居壁

体に沿って周壁溝を検出した。壁溝の規模は幅10～ 15cm、 深さ2～ 15cmを測る。壁溝埋土は、住居

埋上①層と同様のオリーブ黒色粘質上である。なお、壁溝底面にて径 8～ 12cm、 深さ3～ 5cm程度

の小ピットを多数検出した。このほか、住居床面にて大小12基の柱穴を検出した。各柱穴の規模は、

径15～48cm、 深さ5～ 15cmを 測る。柱穴埋土は2種類あり、SP①～⑤・⑦ o③は褐色粘質シルト、

H=39,30m

立

立

層

掘

掘

礫

オリーブ黒色(10Y3/1)粘質土。白色砂粒を少量含む。
オリーブ黒色(10Y3/1)粘質土。にぶtヽ黄褐色(10YR5/3)
シルトのブロックが少豊混じる。

0     1    2m

(S〓 ■80)

第22図 SBl測量図

-38-



遺構と遺物

その他はオリーブ黒色粘質上である。なお、主柱穴は特定できなかった。住居底面にはやや起伏があ

り、住居中央部が楕円形状に凹む。

遺物は住居南東部、②層上面付近にて完形の小型九底壷 (24)が出上したほか、①層下部からは土

師器片や臼玉、鉄器が散在して出土した。一方、①層上位からは径 5～20cm大の河原石が住居北半部

(2m× 4mの範囲)に密集して出土したほか、河原石に混じって縄文土器片や弥生土器 (前期～後期)

が出土した。なお、河原石が出上した周辺では明確な掘り方は検出されなかったことから、これらの

石や土器は住居廃絶の際に投入されたものと推測される。

出土遺物 (第24。 25図、図版18・ 19)

16～23は土師器の奏である。16～21は「く」の字状口縁で、16・ 17は口縁端部が先細りする。22・

23は 口縁端部が上方につまみ出され、23の 口縁端面はナデ凹む。24は完形の小型丸底壷で、回径

10.7cm、 器高8.3cmを測り、底部外面は手持ちヘラケズリを施す。251ま二重口縁壺で、日縁部は大きく

外反する。261よ直口鎌、27は脚付鉢である。28～ 32は高郭の脚部である。28～ 301よ細脚で、28・ 30の

柱部内面にはシボリ痕が残る。33～43は弥生土器の甕である。33・ 34。 38。 39は折山口縁で、33・ 34

は口縁端部に刻日、胴部にはヘラ描き沈線文を施す。39の 口縁部内面には籾圧痕が残る。弥生前期。

H=39.30m

1

遺物出土状況図
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遺構と遺物
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第25図  SB刊 出土遣物実測図 (2)
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樽味四反地遺跡16次調査

35～ 37は 「く」の字状口縁で、35は 口縁下に押圧凸帯文を貼 り付ける。36は 口縁端部を上方につまみ

上げる。弥生中期後半。40。 41は胴部外面に山形文を施す。弥生前期。42は平底、43は上げ底の底部

である。弥生中期後半。44～ 51は弥生土器の三である。44～ 46は広口壷で、44は 回縁上端面に刻日、

頸部に断面三角形状の凸帯を貼 り付ける。弥生中期中葉。47は複合口縁壺で、波状文を施す。弥生後

期。48～ 50は肩部片で、48・ 49は貝殻施文による列点文、50は列点文と沈線文を施す。51は底部で平

底となる。弥生中期後半。52～ 54は弥生土器の鉢である。52は外反口縁、53は「く」の字状回縁、54

は脚付鉢の脚部である。弥生後期。55は高必の必部で、凹線文 6条 と刻目を施す。弥生中期中葉。56

は器台の柱部で、径2.Ocm大 の円孔を穿つ。弥生後期後半。57は支脚で、受部は「U」 字状にカットさ

れ、柱部は中空となる。弥生後期後半。58は縄文晩期の深鉢で、口縁端部に刻目を施す。59・ 60はサ

ヌカイト製のスクレーパー、61は金属製の津である。62は灰色を呈する滑石製の臼玉で、重量0.03gを

測る。

時期 :出土した土師器の特徴より、SBlの廃棄 。埋没時期は古墳時代前期後半、4世紀後半とする。

SB2(第 15・ 21図、図版10)
調査区北西部B2～ D2区に位置する。第Ⅶ層上面で検出した。住居北側はSBlを切り、住居西

側は調査区外に続く。また、住居北側壁体は掘立 2柱穴に切られている。平面形態は方形を呈するも

のと考えられ、規模は東西長6.34m、 南北長5.98m、 壁高は約40cmを測る。住居埋土は 3層に分層で

き、①層黒褐色粘質土、②層黒褐色粘質シルト、③層黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトが

ブロック状に混入)である。なお、検出状況から③層は住居床面修復に伴う貼床土と考えられる。

主柱穴はSP①～③の 3本を検出したが、その配置から本来は4本と考えられるが、その位置には

掘立 2柱穴が存在している。主柱穴の規模は径48～ 55cm、 深さ10～ 30cmを測り、埋土は暗褐色粘質

土を基調とし、SP②は、にぶい黄褐色粘質シルトが少量混入する。このほか、住居床面にて10基の

柱穴を検出した。このうち、住居南半部で検出した8基の柱穴は総柱構造の建物 (掘立 3)と なった。

建物を構成する柱穴の埋土はSB2埋土と類似しており、調査時には両者の前後関係が判断できなか
ったが、掘立 3柱穴出土品には平安時代頃の上師器片が少量含まれていた。そのほか、 2基の柱穴

(SP④・⑤)は黒掲色粘質土を埋土とする柱穴であり、柱穴内からは弥生土器片や土師器片が数点出

土した。住居底面は第Ⅶ層であり、北側から南側へ向けて緩やかな傾斜をなす。

遺物は住居北西部の③層上面にて、完形の小型丸底壺 (66)や住居内に設定したベルトの②層中よ

り上師器奏 (63)が出土した。また、②層中からは土師器高郭や甑片が点在して出上した。①層中か

らは、住居北側を中心に縄文土器や弥生土器 (前期～後期)が数点出土した。

出土遺物 (第27図、図版19)

63～ 651ま土師器の奏である。63は 回縁部が直立気味に立ち上がり、胴部は球形を呈する。胴部外面

はハケメ調整、内面にはヘラケズリ調整を施す。64・ 65は口縁部がやや内湾する。66は完形の小型丸

底重で、日径9 8cm、 器高6.9cmを測る。底部下半部外面には手持ちヘラケズリを施す。67～ 69は小型

丸底壺の顕胴部片である。70～ 72は土師器の高雰、73は甑である。72は柱裾部境内面にわずかな稜を

もつ。74～ 77は弥生土器の奏である。74～ 76は折曲回縁で、日縁端部に刻日、74・ 75は胴部にヘラ描

き沈線文を施す。77は 回縁部が断面方形状となる。弥生前期。78は弥生土器の広回壺で、口縁部は下

方に垂下し、回縁端面に山形文、口縁内面に凸帯を貼り付ける。弥生中期前半～中葉。79は弥生土器
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遺構と遺物

の高郭で、口縁部は大きく外反する。弥生後期後半。80は弥生土器の養底部で、わずかに上げ底 とな

る。弥生後期前半。81は縄文晩期の深鉢片で、口縁下端部に刻 目を施す。

時期 :出土 した土師器の特徴 とSBlと の切 り合いから、 SB2の 廃棄・埋没時期は古墳時代中期

初頭から前半、 5世紀前半とする。

掘立 1

掘立2

醸 掘立3
礫層

黒褐色(10YR3/1)粘質土。
黒掲0(10YR2/2)粘賢シルト。
黒褐0(10YR2/2)粘質シルト。にぶい黄褐色
(10YR5/3)粘質シルトがブロック状に少量混じる。
B音褐色(7.5YR3/4)粘 賢土。
暗掲色(7.5YR3′4)粘質土。にぶい黄褐色(10YR5/3)
粘質シルトの19n大のレンズ状ブロックが少量混じる。

0     1    2m

(S〓 ■80)

第26図 SB2測 量図

H〓39.10m

①
②
③
　
④
⑤

Ｅ
剣
「
倒
剛
Щ
〓
　
∽
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第27図  SB2 出土遺物実測図

狂
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遺構と遺物

SBll(第 15。 28'29図、図版12)

調査区南側F2～ G4区に位置する。住居南側はS B12と 重複し、調査区外に続く。また、住居北

西隅はS P205(埋土 :暗褐色粘質シルト)に切られている。第Ⅶ層上面での検出であるが、調査区南

壁の上層観察により第V層 中もしくは第V層上面から掘り込まれた遺構である。平面形態は方形を呈

するものと考えられ、規模は東西検出長6.8m、 南北検出長3.4m、 壁高は10cmを測る。住居検出時に

は住居埋上の大半は遺存していなかったが、調査区南壁の上層観察により住居埋土は黒褐色粘質シル

トである。なお、土層観察によりS Bllが S B12よ り後出することを確認した。

内部施設は周壁溝とカマ ドを検出した。壁溝は住居北西部と南東部を除く箇所にみられ、幅15～

40cm、 深さ12～ 16cmを 測る。壁溝内には径10～20cm、 深さ3～ 12cmを 測る小ピットが点在する。壁

溝及びピット坦土は住居埋土と同様の黒褐色粘質シルトである。

カマドは住居北壁中央部やや西寄りに付設されている。カマド上部は灰色上を埋土とする4基の柱

穴 (S P324。 325。 327・ 353)|こ削平され、炊口付近も一部削平を受けている。カマドは南側に開く

馬蹄形状を呈し、規模は東西検出長1.62m、 南北検出長0.85m、 高さ約30cmを測る。カマド下部はカ

マド本体の形状に沿って、深さ10～ 15cm程度掘りくぼめた後に4層 (暗灰黄褐色土)を貼って基盤と

している。燃焼部中央付近に土師器の奏 (84)が正置で押しつぶされた状態で出土した。接合した結

果、底部は欠損していた。このほか、住居底面にて 2基の柱穴 (S P305。 354)を検出したが、坦土

は灰色上である。

遺物は埋土中より、土師器の発や高郭の破片が少量出土した。

⑤
　
⑥
②

①
②
　
③
④

黒褐色(7.5YR3/2)粘 質シルト。白色砂粒を含む。
黒褐色(7 5YR3/2)粘 質シルト。にぶい黄褐色
(10Y5/3)粘質上がブロック状に少量混じる。
黒褐色(7 5YR3/2)粘 質シルト。
黒褐色(10YR2/2)粘質シルト。にぶい黄褐色
(10Y5/3)粘質土がブロック状に少量混じる。

灰貴褐色(10YR6/2)砂質シルト。

侵盲:民爵再,子辱苫哲:萎究層Rじ
る。

H=39,20m

第28図  SBll・ 12測量図



樽味四反地遺跡16次調査

出土遺物 (第30図、図版20)

82～ 841ま土師器の奏である。82は回縁部中位が膨らみをもち、日縁端部は内方に肥厚する。83は 口

縁部が内湾し、日縁端部は内傾する丸みのある面をもつ。84は 口縁部が外反し、日縁端部は丸く仕上

げる。胴部内面にはヨコ方向の板状工具によるナデ調整を施す。85～ 87は土師器の高郭である。85。

86は郭部片で、86は郭部下位に稜をもつ。88は土師器の椀で、口縁端部は尖り気味に仕上げる。

時期 :出土遺物の特徴より、S Bllの廃棄・埋没時期は古墳時代中期後半、 5世紀後半とする。

S B12(第 15。 28図、図版12)

調査区南側F3～G4区に位置する。住居西壁は4基の柱穴 〔S P199～ 201・ 301(埋土 :灰色土)〕

に切られ、南側は調査区外に続く。第Ⅶ層上面での検出である。平面形態は方形を呈するものと考え

られ、規模は東西長7.Om、 南北検出長2.Om、 壁高は検出面下15cmを測る。住居埋土は2層に分層でき、

①層黒褐色粘質シルト、②層黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質上がブロック状に少量混入)であ

る。なお、検出状況から、②層は住居床面修復に伴う貼床土と考えられる。住居壁体に沿って周壁溝

を検出した。壁溝は住居北壁中央部が途切れており、幅20～40cm、 深さ13～ 20cmを測る。壁溝埋土

は住居埋土①層と同様の黒褐色粘質シルトである。このほか、埋土②層上面にて壁溝と重複する状態

で溝SD①を検出した。SD①は南北方向とそれに直交する東西方向の溝で、幅16～36cm、 深さ14～

20cmを測る。溝埋土は壁溝埋土と同様の黒褐色粘質シルトである。両者の前後関係は判断できなかっ

たが、埋土が酷似することから住居に伴う施設の可能性が高く、住居内を区画する仕切り溝と考えら

れる。また、壁溝より40～ 50cmほ ど内側にて溝 SD② o③を検出した。幅16～20cm、 深さ8～ 18cm

H=39,10m

焼土

１

２

３

４

灰黄色土 (焼土含む)
暗褐色土 (炭化物含む)
暗褐色土
暗灰黄褐色土

灰黄褐色土 (焼土・黄色土プロック含む)
Bき掲色土 (焼土 ,炭化物を少量含む)
灰色粘賢土 (灰含む)

第29図 SBllカ マ ド測量図

0           1m

(S=,30)

５

６

７
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遺構と遺物

を測り、埋土は黒褐色粘質シルトである。溝内からは径6～ 12cm、 深さ3～ 6cm程度の小ピットを

検出したことから、SD② o③は周壁溝の可能性がある。このことから、S B12は 改築が施された住

居の可能性が考えられる。このほか、住居埋土②層上面にて大小11基の柱穴を検出した。各柱穴の規

模は径15～ 44cm、 深さ8～22cmを測る。埋土は2種類あり、SP①～③・⑦ o③ o①は黒褐色粘質

シルト、SP①～⑥・⑥・⑩は黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質土がプロック状に混入)である。

柱穴内からは少量の上師器片や須恵器片が出土した。住居底面はやや凹凸があり、住居中央部付近が

やや高くなっている。

遺物は①層中より、土師器片や須恵器片が散在して出土した。図化しうるものを1点掲載した。

出土遺物 (第30図、図版20)

89は須恵器の董で、日縁部中位に凸線1条を施し、口縁端部は凹む。

時期 :時期特定しうる遺物は少ないが、S Bllに先行することから、S B12の廃棄 。埋没時期は概

ね、古墳時代中期後半以前、 5世紀中葉から後半とする。

冥【ここことここうラ〃88

SBll:82～ 88
SB121 89

0              10            20gn

(S=1:4)

SBll・ 12出土遺物実測図第30図
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S B10(第 15'31・ 32図、図版13)

調査区中央部やや南西寄りEl～ F2区に位置する。住居北東隅はSB8に切られ、南側は調査区
外に続く。住居検出時には、住居上面にて 9基の柱穴 (SPHl・ 114～ 121)を検出した。柱穴埋土は

すべて灰色上である。第Ⅶ層上面での検出であるが、調査区西壁の土層観察により第V層中もしくは

第V層上面から掘り込まれた遺構である。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は南北長

5.72m、 東西検出長4.36m、 壁高は15～20cmを 測る。住居埋土は3層に分層でき、①層黒褐色粘質シル

ト、②層黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質土がブロック状に少量混入)、 ③層黒褐色粘質シルト

(にぶい黄褐色粘質土が縞状のレンズ状に混入)である。なお、検出状況から③層は住居床面修復に伴

う貼床土と考えられる。内部施設は、周壁溝とカマドを検出した。壁溝は住居北壁及び東壁にて部分

的に検出され、径10～ 16cm、 深さ8～ 18cmを 測る。また壁溝内にて径 8～ 16cm、 深さ3～ 8cmを測

る小ピットを検出した。小ピットは壁溝に伴う杭痕と考えられる。壁溝及びピット埋土は、黒褐色粘

質シルトである。

カマドは住居北壁中央部に付設されている。第Ⅳ層掘り下げ時に住居上面にて焼上の広がりを検出

したことから、カマドの存在を確認した。なお、焼土や炭を含む灰褐色上が1.lm× 1.2mの範囲に検出

されたがカマドの形状を確認するには至らなかった。カマド下部は円形状に3～ 6cm程度掘りくぼめ

られ、 3層 (黒褐色土と黄色土の混合土)を貼って基盤としている。カマド燃焼部と思われる位置に、

111 0
SPl14 0

晋
田ll

m

飾
�
Ⅷ
醐

Ｅ
Ｏ
『
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ω
＝
エ

痢

(S=1:80)

①

②
黒褐色(7.5YR2/2)粘 質シルト。
黒褐色(7 5YR2/2)粘 質シルト。
にぶい黄褐色(10Y5/3)粘 質土が
ブロック状に少量混じる。
黒褐色(7 5YR2/2)粘 質シルト。
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質土が
縞状のレンズ状に混じる。

④ 黒掲色(10YR2/2)粘質シルト。
にぶい黄褐色(10Y5/3)粘 質土が
レンズ状に混じる。

⑤ 灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト。
焼土が少量混じる。

第3刊 図 SB10測量図

-48-



遺構と遺物

土師器高邦 (97)の郭部が伏せた状態で出土 した。脚部は破損 している。郭部内側には黒褐色上が充

填されてお り、高杯はカマ ドの廃絶まで存在 したことが伺われる。よって、高杯は何 らかの祭祀に伴

う遺物と考えられる。なお、高郭の外面には二次的な焼成を受けた痕跡や煤などは認められなかった。

このほか、住居埋土③層上面及び住居底面にて大小 8基の柱穴を検出した。③層上面では2基の柱

穴 〔SP① o⑤ :黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質上がレンズ状に混入)〕、住居底面では6基の

柱穴 〔SP②～④・⑥～③ :黒褐色粘質シルト〕を検出した。柱穴規模は径15～ 30cm、 深さ6～

10cmを 測る。柱穴からは少量の上師器片が出上した。

遺物は①層及び②層中より、完形の土師器椀 (92)や須恵器のほか、鉄器 (109)が 出土した。また、

整理作業時には、発掘調査で採取した住居埋上の水洗いやふるい作業をおこない臼玉21点 とガラス小

玉 1点が出上した。

出土遺物 (第33図、図版20)

90。 91は土師器の奏である。日縁端部は内傾し、内側にやや肥厚する。92～ 96イま土師器の椀である。

92は口径12.Ocm、 器高5.5cmを 測る完形品である。92～95は口縁部が内湾し、92～94は口縁端部が尖り

気味、95は内傾する面をもつ。97～ 1001よ土師器の高杯である。97はカマド出土品で郭部は深く、杯部

下位に稜をもつ。99・ 1001ま脚部片で、柱裾部境内面に稜をもつ。101・ 1021よ土師器甑の把手部で、断

面精円形を呈する。103～ 1051ま須恵器郭蓋である。1031よ天丼部が扁平で、口縁端部は水平な凹面をな

す。106は須恵器有蓋高郭の蓋、107は無蓋高郭である。107は口縁部が直立し、体部中位に凸線 2条と

波状文を施す。1081よ須恵器の広口壺で、口縁端部は断面三角形状となる。1091ま器種不明の鉄器であ

H=38.90m

焼土

灰褐色土 (焼土 炭化物含む)

黒褐色土 (黄色土ブロック含む)

黒褐色土と黄色上の混合土

lm

１

２

３

(S=,30)

カマ ド測量図第32図  SB10
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遺構と遺物

る。110～ 130は滑石製の臼玉である。直径0.36～ 0.57cm、 厚さ0.18～ 0.41cm、 重さ0.03～ 0。 15gを 測る。

色調で分類すると、灰色 4点、緑灰色 9点、黒灰色 8点 となる。131は ガラス小玉である。直径0.50cm、

厚さ0.25cm、 重さ0.09gを測る。色調は青色を呈する。

時期 :出土遺物の特徴より、 S B10の廃棄・埋没時期は古墳時代中期後半、 5世紀後半とする。

SB5(第 15。 34。 35図、図版14。 15)
調査区中央部南東寄りE3・ 4区に位置する。第Ⅶ層上面にて検出した。住居南東隅はSB6と 掘立

4柱穴に切られ、住居壁体は暗褐色粘質シルトを埋土とする3基の柱穴 (S P184。 311・ 322)に切ら

れている。住居の平面形態は方形を呈し、規模は東西長4.47m、 南北長4,74m、 壁高は10～20cmを 測る。

住居埋土は2層に分層でき、①層黒褐色粘質シルト、②層黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質土が

ブロック状に少量混入)である。なお、検出状況から②層は住居床面修復に伴う貼床土と考えられる。

内部施設は、周壁溝とカマドを検出した。壁溝は住居壁体に沿ってほぼ全周し、幅 6～ 30cm、 深さ

2～ 15cmを 測る。壁溝埋土は黒褐色粘質シルトである。壁溝底面には径 5～ 15cm、 深さ2～ 5cmを

測る小ピットを多数検出した。

カマドは住居北壁中央部、周壁溝に接して付設されている。第Ⅳ層掘り下げ時に住居上面にて焼土

が検出されたことから、カマドの存在を確認した。形状は南側に開く馬蹄形状を呈するが、調査では

カマド上部は削平されており、下部のみの検出である。規模は東西長0.96m、 南北長0.74m、 高さ20cm

を測る。カマドは壁溝に接する半円形の範囲 (東西2.Om、 南北1,7m)を深さ10～30cm程度掘り下げた

SP311

仁
乳 ΘSЮ

⑤sЮ

⑤
　
⑥
⑦

①
②
黒褐色(7 5YR2/2)粘 質シルト。
黒褐色(7.5YR2/2)粘 質シルト。
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質土が
ブロック状に少量混じる。
黒色(10YR2/1)粘質シルト。
黒褐色(10YR2/2)粘質シルト。

掘立4

黒褐色(10YR2/2)粘質シルト。
炭イヒ物を少量含む。          0    1    2m
黒褐色(10YR3/1)粘質シルト。
極階褐色(7 5YR2/3)粘 貰シルト。     (S=■ 80)

第34図 SB5測量図
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樽味四反地遺跡16次調査

後、硬 くしまった灰黄褐色土 (5層 )を貼 り基盤としている。これは、住居構築以前にカマ ドの位置

があらかじめ決められていたことを示 している。また、カマ ド炊口のあた りには径45cm、 深さ30cm

のピット1基 (SP⑩)を検出した。

このほか、埋土②層上面にて10基の柱穴(SP① o②・⑤・⑦・③～⑪ :黒褐色粘質シルト、SP
③・⑥・⑭ :黒色粘質シルト)、 住居底面からは 5基の柱穴(SP④ o③・⑫ o①・⑮ :黒色粘質シル

ト)を検出した。各柱穴は径10～ 50cm、 深さ10～30cmを測り、柱穴内からは土師器片や須恵器片が数

点出上した。

遺物はカマド燃焼部内にて、土師器奏 (132)が正置で押しつぶされた状態で出土したが、復元する

と完形品となった。そのほか、カマド東側袖部付近からは須恵器郭身 (140)が出土したほか、②層中

からは土師器片や須恵器片が散在して出土した。

出土這物 (第36図、図版21)

132～ 1341よ土師器の奏である。1321まカマド出土品で、復元完形品である。日径18.4cm、 器高28.Ocm

を測る。日縁部は直立気味に立ち上がり、胴部外面はハケメ調整、内面はナデ調整を施す。133は口縁

中位に膨らみをもち、口縁端部は内傾する。134は口縁端部が内傾する九みのある面をもち、内側にや

や肥厚する。135・ 136は土師器の壷である。1351ま二重回縁重で、日縁端部は内傾する凹面をなす。137

は土師器の椀である。口縁部は直立し、口縁端部は内傾する。138は土師器の高郭で、郭部下位はわず

かに稜をなし、口縁部は外反する。139は須恵器有蓋高郭の蓋で、つまみ中央部が凹む。140は須恵器

郭身で、推定回径10.8cmを 測る。

時期 :出土遺物の特徴より、SB5の廃棄・埋没時期は古墳時代中期後半、 5世紀後半とする。

コ

1 黒褐色土 (焼土が斑点状に混入)
2 黄灰色土 (黒色土が少量混入)
3 黒褐色土
4 黒灰色土
5 灰黄褐色土 (硬質)

0           1m

(S=,30)

カマ ド測量図第35図  SB5
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遺構と遺物

4θ

0             10            20gn

(S=,4)

第36図 SB5出土遺物実測図

SB3(第 15。 37図 )
調査区中央部東寄りC3～D4区に位置し、住居東側は調査区外に続く。第Ⅶ層上面での検出であ

るが、ベルトの土層観察によりSXl上面から掘り込まれていることを確認した。平面形態は方形を
呈するものと考えられ、規模は東西検出長4.56m、 南北長4.74m、 壁高は約20cmを 測る。住居埋土は2

層に分層でき、①層黒褐色粘質シルト、②層黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質上がブロック状に

少量混入)である。なお、検出状況から②層は住居床面修復に伴う貼床土と考えられる。住居床面か

らは大小6基の柱穴を検出したが、主柱穴を特定するには至らなかった。各柱穴は径36～ 80cm、 深さ

8～25cmを測る。柱穴埋土は3種類あり、SP①・③・⑤は黒色粘質シルト、SP②・⑥は暗褐色粘

質シルト (にぶい黄褐色上がプロック状に混入)、 SP④は褐色粘質シルトである。なお、SP⑤から

は柱痕を検出した。住居底面は第Ⅶ層であり、やや凹凸が認められる。遺物は①層中より弥生土器片

や土師器片、須恵器片が混在して出上した。

川
講

鴨

型

危く

ガヽ
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樽味四反地遺跡16次調査

出土還物 (第37図 )

141は須恵器郭蓋で、推定回径H.2cmを 測る。九みのある天丼部をもち、口縁部は内傾する。142・

143は土師器高必である。142は 口縁部がわずかに外反する。144～147は弥生土器の奏である。144・

145は口唇部に凸帯を貼り付け、144は凸帯上に押圧、145は刻目を施す。146・ 147は日唇部より下がっ

た位置に凸帯を貼り付け、凸帯上に刻目を施す。弥生前期前半。148～ 1501よ弥生土器の壼である。148

は肩部に貝殻施文による列点文を施す。弥生中期後半。149は肩部片で、ヘラ描き沈線文と弧文及び斜

線文を施す。弥生前期。1501よ底部片で、外面にヘラ描き沈線文 2条を施す。弥生前期。

時期 :出土した土師器や須恵器の特徴より、SB3の廃棄・埋没時期は古墳時代中期後半、 5世紀
後半とする。

SB3(第 15・ 38・ 39図、図版16)
調査区中央部南寄りE2～ F3区に位置する。第Ⅶ層上面にて検出した。住居南側はSB9と重複
し、西側はS B10を切り、北東部は掘立 4柱穴及びS P291(埋 土 :暗褐色粘質シルト)に切られてい

る。なお、住居検出時にはSB8中央部は既に床面が露出する状況であった。また、調査当初にはS
B9を SB8と 同一住居と判断し、掘り下げや遺物の取り上げをおこなったため、両者の遺物は混在
している可能性が高い。ここでは、一括してSB8出土遺物として実測図を掲載している。

住居の平面形態は南北にやや長い方形を呈し、規模は東西長4.88m、 南北長5.40m、 壁高は10～ 12cm

を測る。住居埋土は、極暗褐色粘質シルトである。内部施設は主柱穴と周壁溝、及びカマドを検出し

た。主柱穴はSP① o③・⑩ o②の 4本と考えられ、規模は径14～ 80cm、 深さ20～ 25cmを測る。柱

穴掘り方埋土は、黒褐色粘質シルトである。周壁溝は、住居南東部と南西部で部分的に検出した。幅

6～ 20cm、 深さ2～ 10cmを 測り、埋土は住居埋土と同様の極暗掲色粘質シルトである。また、住居

北東部や北西部では径 3～ 10cm、 深さ3～ 6cmを測る小ピット列を検出した。

カマドは、住居北壁中央部に付設されている。第Ⅳ層掘り下げ時に住居上面付近から焼土を検出し

たことから、カマドの存在を確認した。平面形態は南側に開く馬蹄形状を呈し、規模は東西長1.Om、

南北長0.86m、 高さ15cmを測る。カマドは住居北壁に接する半円形の範囲 (1.Om× 1.2m)について、

深さ4～ 10cm程度に床面を掘りくばめた後、責灰色土を貼り基盤としている。

このほか、住居底面にて大小21基の柱穴を検出した。柱穴規模は径10～ 60cm、 深さ8～50cmを測

る。柱穴埋土は4種類あり、極暗褐色粘質シルトiSP②・⑤・⑥・①～○・⑬・⑩・〇、黒褐色粘
質シルトISP⑦・⑮・⑦・⑪、黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質土が混入)iSP④ ・③・⑭、
黒色粘質シルトiSP③・⑩・⑩・o・ ②である。各柱穴からは、弥生土器片や土師器片、須恵器片
が数点出上した。

住居底面は第Ⅶ層であり、やや凹凸が認められる。遺物はカマド内の埋土中より上師器片 (154・

155)や須恵器杯身 (160)が出土したほか、住居埋土中より弥生土器片や土師器片、須恵器片が出土

したほか、完形の土錘や石庖丁片が出土した。なお、出上した土師器、須恵器の特徴より、本来はカ

マド出土品や須恵器壺 (164)な どが SB8、 須恵器郭蓋 (158・ 159)や盟 (165)な どがSB9に帰
属する遺物と考えられる。

出土遺物 (第40図、図版21)

151・ 152は土師器の甕である。151は 回縁端部が内傾し、口縁端部内面は内側に肥厚する。152は 回

|

|

!_
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遺構と遺物

H〓39.00m

黒褐色(10YR2/3)粘質シルト。
黒褐色(10YR2/3)粘質シルト。
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質土がプロック状に少量混じる。
黒色(10Y2,1)粘賢シルト。
□き褐色(7 5YR3/4)粘 質シ)レト。
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質土のレンズ状ブロックが混じる。
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測量図・出土遺物実測図

(S=■ 80)
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第37図 SB3
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樽味四反地遺跡16次調査

縁部が直立気味に立ち上がり、日縁端部は九く仕上げる。153～ 155は土師器の高郭で、153は杯部下位

に稜をもち、154。 155は柱裾部境内面に明瞭な稜をもつ。156は土師器の椀で、口縁端部は丸く仕上げ

る。158。 159は須恵器琢蓋である。推定日径12cm以上を測り、日縁端部は内傾する。1601ま須恵器郭

身で、推定回径ll.9cmを 測る。たちあがりは低く内傾し、たちあがり端部は丸く仕上げる。161は須恵

器有蓋高郭の蓋、1621ま脚部である。163は須恵器の短頭壷で、日縁端面に沈線 1条が巡る。164は須恵

器の広口壷で、口縁端部は上下方に拡張する。165は須恵器庭の頸部片で、波状文を施す。1661ま弥生

前期の壺で、ヘラ描き沈線文と木棄文を施す。167は完形の上錘で、長さ4,3cm、 幅1.3cmを測 り、径

0.4cmの孔を穿つ。168は結晶片岩製の石庖丁である。

時期 :カマド内出土品の特徴より、SB8の廃棄・埋没時期は古墳時代後期後半、 6世紀後半とする。

W00・69=H

莉

S印⑤

④

⑤

①

②
極暗褐色(7 5YR2/3)粘 賢シルト。
極B音褐色(7.5YR2/3)粘 賢シルト。
にぶい黄褐色(10Y5/3)粘質土が
ブロック状に少量混じる。
極暗褐色(7 5YR2/3)粘 質シルト。
にぶい黄褐色(10Y5/3)粘貰上の
プロックが多く混じる。

黒褐色(10YR2/2)粘買シルト。
黒褐色(10YR2/2)粘質シルト。
にぶい黄褐色(10Y5/3)粘 質土の
レンズ状ブロックが少量混じる。
黒色(10Y2/1)粘 賢シルト。
オリープ黒色(10Y3/1)粘 質シルト。

第38図  SB8・ 9 測量図

掘立4

0    1    2m
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遺構と遺物

SB9(第 15'38図、図版16)
調査区南側F2・ 3区に位置する。第Ⅶ層上面で検出した。住居北側はSB8、 南東隅は2基の柱

穴 (埋土 :灰色土)に切られ、東側壁体は消失している。平面形態は方形を呈するものと考えられ、

規模は東西長4.36m、 南北検出長1.50m、 壁高は8～ 12cmを 測る。住居埋土は2層に分層でき、①層極

暗褐色粘質シルト、②層極暗褐色粘質シルト (にぶい責褐色粘質上がブロック状に混入)である。な

お、検出状況から②層は住居床面修復に伴う貼床土と考えられる。住居南西部壁体に沿って、幅15～

20cm、 深さ8～ 12cmを 測る周壁滞を検出した。また、住居南側壁体に沿って、径10～ 16cm、 深さ3

～12cmを 測る小ピットを検出した。ピットは壁滞に伴う杭痕と考えられる。壁溝及びピット埋土は、

極暗褐色粘質シルト (にぶい責褐色上がプロック状に混入)である。

住居底面は第Ⅶ層であり、やや凹凸が認められる。遺物はSB8と して一括で取り上げられたため、

厳密には識別することはできないが、SB8出土遺物として第40図に掲載した遺物のうち、土師器奏
(151)や 須恵器必蓋 (158・ 159)な どがSB9帰属遺物と考えられる。
時期 :出土遺物の特徴とSB8に先行することから、SB9の廃棄 。埋没時期は古墳時代後期前半、
6世紀前半とする。

SB6・ 7(第 15。 41図、図版15)

調査区南東部E・ F4区に位置する。第Ⅶ層上面での検出であるが、住居検出時には壁体が遺存し

ておらず、周壁溝のみの検出である。周壁溝は二重に巡っているが、平面精査では重複関係が認めら

れず、同一住居か個別の住居の重複であるかは判断し得なかった。ここでは便宜上、外側を巡る周壁

溝を持つ住居をSB6、 内側を巡る住居をSB7と して報告する。なお、整理作業において土層堆積
を検討していく中で、SB7が SB6に先行することが確認された。

H=39,00m

Ｅ
ｏ
ｏ
．０
∞
＝
〓

灰黄褐色土

Bき掲色土

(黄灰色土ブロック混入)

黄灰色土

灰掲色土 (焼土混入)

暗褐色土

灰黄褐色土 (焼土・

黄灰色ブロック含む)

第39図 SB8カマド測量図

焼土

1 炭化物

0           1m

(S=■ 30)
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第40図 SB8出土遺物実測図

①  SB6
住居北部はSB5を切 り、住居北東部は掘立 4柱穴、住居北西部は 2基の柱穴 〔S P180'322(埋
土 :暗褐色粘質シルト)〕 に切られている。調査区南壁及び東壁の上層観察により、第Ⅲ層が住居上面

を覆う。平面形態は方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長3.6m、 南北検出長4.4mを 測る。

調査区東壁の上層観察により、住居埋土は極暗褐色粘質シルトである。

壁溝は住居北西部で検出され、幅16～ 20cm、 深さ 6～20cmを測る。また、住居南西部では径 8～

16cm、 深さ4～ 10cm程度の小ピット列を検出したが、壁溝に伴う抗痕と考えられる。壁溝及びピッ

ト埋土は極暗褐色粘質シルトである。遺物は壁溝内から土師器片が少量出上したが、図化しうるもの

はない。

②  SB7
住居西側壁体及び東側は掘立 4柱穴に切られ、住居南側や東側は調査区外に続く。平面形態は方形

を呈するものと考えられ、規模は東西検出長2.8m、 南北検出長3.9mを測る。調査区東壁、南壁の土層
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遺構と遺物

観察により、住居埋土は極暗褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に少量混入)で

ある。周壁溝は住居西側で検出され、幅12～ 20cm、 深さ 5～ 10cmを測る。壁溝内からは、径10～ 15

cm、 深さ 3～ 10cmの小ピットを多数検出した。壁溝及びピット埋土は、住居埋土と同様の極暗褐色

粘質シルトである。

住居底面にて大小 8基の柱穴を検出したが、主柱穴は特定できなかった。各柱穴は径20～ 60cm、 深

さ8～30cmを測る。柱穴埋土は3種類あり、SP①～③は灰責褐色砂質シルト、SP⑤～⑦は極暗褐
色粘質シルト、SP④ o③は極暗褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に少量混入)
である。柱穴内からは土師器片や須恵器片が数点出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、検出層位やSB5と の切りあいと住居埋土がSB8と

酷似することなどから、SB6。 7の廃棄・埋没時期は概ね古墳時代後期、 6世紀代とする。

①

②

　

③

掘立4

0     1    2m

(S=■ 80)

極8吾褐色(7.5YR2/3)粘 質シルト。

極贈褐色(7 5YR2/3)粘 質シルト。にぶい黄褐色

(10YR5/3)粘質シルトのブロックが少量混じる。
灰黄褐色(10YR6/2)砂質シルト。

第41図  SB6・ 7測量図
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2)掘立柱建物
掘立 1(第 15・ 42図 )

調査区北西部A2～ B3区に位置する。東西3間以上、南北 1間以上の総柱建物で、SBl及びS
B2と の切り合いより、掘立 1は 2棟の住居より後出する。建物を構成する7基の柱穴 (SP①～⑦)

は第Ⅶ層上面及びSBl、 SB2床面にて検出した。建物規模は東西検出長7.19m、 南北検出長3.14m

を測り、建物方位をN-22° ―Wに とる。各柱穴の平面形態は円形または楕円形を呈し、規模は径36～

104cm、 深さは検出面下18～30cmを 測る。柱穴掘り方埋土は8層あり、①層暗褐色粘質シルト、②層

暗褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトが混入)、 ③層黒褐色粘質シルト、④層黒褐色粘質シルト

(にぶい責褐色粘質シルトが混入)、 ⑤層黒褐色粘質シルト (にぶい責褐色粘質シルトがブロック状に

混入)、 ⑥層暗掲色粘質シルト、⑦層暗褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に少量

混入)、 ③層黒褐色粘質シルトである。なお、②層や⑦層中には径3～ 5cm大の礫が少量含まれてい

る。柱痕は5基の柱穴 (SP③～⑦)で検出した。規模は径12～ 24cm、 深さは検出面下44～80cmを

測る。柱痕埋土はオリーブ黒色粘質土である。SP④・③では、柱痕上面にて径10cmと 30cm大 の扁

平な石を検出したほか、SP⑤・⑥は柱穴上位が部分的ではあるが段掘り状となっている。いずれの

柱痕も②層または⑤層が覆っていることから、柱は抜き取られたものと考えられる。

遺物は、柱穴掘り方埋土中より弥生土器片や土師器片、須恵器片が少量出上した。

出土遺物 (第42図 )

169は須恵器必蓋で、推定回径12.2cmを 測る。1701よ須恵器高イの脚部片で、長方形状の透かしを2

箇所で看取する。1711よ弥生土器の奏で、頸部に貼付凸帯文 1条 を施し、凸帯上に布目痕が残る。

172。 173は弥生土器の壺で、172は口縁端面に凹線文と円形浮文を施す。173は肩部に刻目を施す。171

～173は弥生中期後半。174は弥生土器の高必である。弥生後期。

時期 :出上した須恵器の特徴とSBl・ 2に後出することから、古墳時代後期後半、 6世紀後半と

する。

掘立2(第 15。 43図 )

調査区北西部B2～ C3区に位置する。桁行3間、梁行2間を測る総柱建物で、SBl・ 2よ り後

出する。建物を構成する12基の柱穴 (SP①～⑫)は第Ⅶ層上面及びSBl・ 2床面にて検出した。

調査区西壁の上層観察により掘立2は第V層上面より掘り込まれており、第Ⅳ層が覆っていることを

確認した。建物規模は、桁行長6.80m、 梁行長5。42mを測り、建物方位をN-14° 一Wに とる。各柱穴の

平面形態は円形または精円形を呈し、規模は径48～ 100cm、 深さは検出面下16～56cmを 測る。柱穴掘

り方埋土は5層あり、①層暗掲色粘質シルト、②層暗褐色粘質シルト (にぶい黄掲色粘質シルトがブ

ロック状に少量混入)、 ③層黒褐色粘質シルト、④層にぶい責褐色粘質シルト、⑤層黒褐色粘質シルト

(黄色砂が混入)である。なお、①層や②層中には径3～ 5cm大の礫が少量含まれている。柱痕は3基

の柱穴 (SP③ o④・⑦)で検出した。規模は径12～ 16cm、 深さは検出面下32～ 64cmを測る。柱痕

埋土はオリーブ黒色粘質上である。なお、SP⑦では柱痕上面に①層が覆っていることから、柱は抜

き取られた可能性が高い。

遺物は柱穴掘り方埋土中より、弥生土器片や土師器片、須恵器片が少量出土した。
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遺構と遺物

出土遺物 (第43図 )

175。 176は須恵器郭蓋である。九みのある天丼部をもち、口縁端部は内傾する。177は須恵器阻の頸

部片で、凸線 2条 と波状文を施す。

時期 :出土遺物の特徴とSB2との切り合いより、古墳時代後期前半、 6世紀前半とする。

Ｅ

。
摯

0     1    2m

(S=+80)

黒褐色(10YR3/1)粘質シルト。
オリーブ黒色(10Y3/1)粘 質土。
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ノ

彰
プ

m

⑤

⑥
⑦

①
②

③

④

贈褐色(7.5YR3/4)粘 質シルト。
暗褐色(7.5YR3/4)粘 賢シルトに
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
が混ざり合う。
黒褐0(10YR2/3)粘 質シルト。
黒褐色(10YR2/3)粘賢シルトに
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
が混ざり合う。

黒褐色(10YR2/3)粘質シルトに
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
がプロック状に少量混じる。
暗褐色(7.5YR3/3鴻質シ)レ ト。
階褐色(7 5YR3/3)粘 質シルトに
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
の粒状プロックが少曇混じる。

③
◎

>下
174

第42図 掘立1測量図・

0              10            209n

(S=■ 4)

出土遺物実測図

-61-



樽味四反地遺跡16次調査

囃毒 囃
uOZ・ 6e=H

Ｅ
０
９
０
∞
＝
エ

1揃

M撃
H=39.00m

憐
鋭鍾 SB2 sB2幹翌

④
⑤
　
⑥

①
②
　
　
③

予

にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト。
黒褐色(10YR2/2)粘質シルトに
黄色(10Y7/8)砂が混じり合う。
オリーブ黒色(10Y3/1)粘質土。

測量図・出土遺物実測図
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蕊
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皓掲色(7 5YR3/4)粘 質シルト。
暗掲色(7 5YR3/4)粘 質シルトに
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
の粒状ブロックさユ>量混じる。
黒褐色(10YR2/3)粘質シルト。

第43図 掘立2
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掘立 4 (第 15・ 44図 )

調査区南東部 E3・ 4区に位置する。桁行 3間、梁行 2間 を測る東西棟で、切 り合いよりSB5。

7・ 8よ り後出する。建物を構成する柱穴は10基 (SP①～⑩)あ り、第Ⅶ層上面及び SB5・ 7床

面にて検出した。なお、調査区東壁の上層観察によりSP⑤・⑥は第Ⅳ層上面から掘り込まれている

ことを確認した。建物規模は桁行長5,62m、 梁行長4.27mを測り、建物方位をN-12° ―Wに とる。各柱

穴の平面形態は円形または楕円形を呈し、規模は径44～ 80cm、 深さは検出面下30～ 40cmを測る。柱

穴掘り方埋土は 3層あり、①層黒褐色粘質シルト、②層黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルト

がブロック状に少量混入)、 ③層黒褐色粘質シルト (にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に混入)で

ある。柱痕は4基の柱穴 (SP① o③・⑥・⑩)で検出した。規模は径16cm、 深さは検出面下28～

32cmを 測る。柱痕埋土は黒色粘質シルトである。

遺物は柱穴掘り方埋土中より上師器片や須恵器片が数点出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、SB8よ り後出することから上限を概ね古墳時代後期

後半、 6世紀後半とする。
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|

黒褐色(7 5YR3/2)粘 質シルト。
黒掲色(7 5YR3/2)粘 質シルトに
にぶしヽ黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
の粒状ブロックが少量混じる。

本 一̈
一一一一一］

Ｅ
ｏ
∞
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∞
＝
〓

①
②

黒掲色(7.5YR3/2)粘 質シルトに
にぶい黄褐色(10YR5/3)粘質シルト
がブロック状に混じる。
黒色(10YR2/1)粘質シルト。

第44図 掘立4測量図
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掘立5(第 15。 45図、図版16)

調査区南西隅Gl～H2区に位置する。桁行3間、梁行3間 を測る南北棟で、建物を構成する柱穴

は第Ⅶ層上面にて11基 (SP①～⑪)を検出した。建物規模は桁行長4.94m、 梁行長3.91mを測り、建

物方位をN-4° ―Wに とる。各柱穴の平面形態は円形または楕円形を呈し、規模は径56～ 84cm、 深さ

は検出面下12～40cmを測る。柱穴掘り方埋土は3層あり、①層暗褐色粘質シルト、②層暗褐色粘質シ

ルト (にぶい黄褐色粘質シルトがブロック状に混入)、 ③層黒褐色粘質シルトである。なお、SP④・

⑩では②層上面にて径10～ 15cm、 厚さ3～ 4cm大の扁平な石が出上した。柱痕は4基の柱穴 (SP

② o③・③ o①)で検出した。規模は径8～ 16cm、 深さは検出面下20～ 40cmを測る。柱痕埋土は黒色

粘質シルトである。

遺物は柱穴掘り方埋土中より少量の上師器片や須恵器片が出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないがS Bllに 後出する柱穴を切っていることから、上限を古

墳時代後期、 6世紀代とする。
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第45図 掘立5測量図
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3)性格不明遺構
SXl(第 15図 )
調査区北側B3～ D4区で検出した不整形状の凹みである。第Ⅶ層上面での検出であり、第V層 と

同様の黒褐色粘質シルトで埋没している。SXl内 に設定したベルトの上層観察により、 SBl・

2。 3及び掘立 2柱穴はSXl上面より掘り込まれた遺構であることを確認した。また、SKl上部

にはSXl埋上が覆っている。SXlの規模は東西検出長12.Om、 南北検出長11.5mを測る。深さは北

側で検出面下40cm、 南側では15cmを 測る。SXl底面はほぼ平坦であるが、わずかに中央部が凹む。

SXl南側壁体沿いには径 3～ 10cm、 深さ2～ 8cm大の小ピットが点在するほか、テラス状となる

178

=80

人 、 ≦

王8`

勺

(D

=87

努ヽ 鰯
188

■

19じ

＼

融

ヽ

崩

籐
硼

団
刃

（Ｓ
＝
１

一
１
）

「
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
坦

師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

▽ 電
王81

=二会ゝ

予 碧

■剰_望
王92

19θ

/´

´

19買

＼』 留
19tl

買95

o              10            20cm

(S=■ 4)

⑧

第46図 SXl出土遺物実測図



樽味四反地遺跡16次調査

箇所が遺構南恨1にて検出された。

遺物は埋土中より縄文土器片や弥生土器のほか、土師器や須恵器が混在 して出上した。

出土這物 (第46図、図版21)

178は縄文晩期の浅鉢片で、RL条痕が残る。179～ 1821ま弥生前期の発で、179は 口縁端部に刻日、

胴部にヘラ描き沈線文 2条を施す。1801よ口唇部に凸帯を貼り付ける。1821よ胴部片で、縦方向のヘラ

描き沈線文を施す。183～ 1881ま弥生前期の重である。183は推定口径34.6cmを測る大型品で、日縁下に

段をもつ。なお、1861よ 183と 同一個体と考えられる。184～ 1881よ肩部片で、184はヘラ描き沈線文と木

葉文、185は沈線文、188は沈線文と2条 1組の工具による山形文を施す。1891ま広口壷の口縁部片で、

口縁端面に斜格子目文を施す。弥生中期中葉。190。 191は弥生後期の高郭で、191は郭部外面にヘラミ

ガキ調整を施す。192・ 193は奏の底部である。弥生前期。194は須恵器郭蓋片、195は無蓋高郭である。

196は須恵器椀で、把手部は欠損している。体部に凸線 2条 と波状文を施す。 5世紀中葉～後半。197

は滑石製の臼玉で、一部を欠損している。直径0.68cm、 厚さ0.45cm、 重量0.32gを測る。

時期 :遺物が混在しており時期特定は難しいが、竪穴住居の検出等から概ね古墳時代後期以降に埋

没したものと考えられる。

(3)古代から中世の還構と還物
古代から中世の遺構は、掘立柱建物 2棟 (掘立 3:古代、掘立 6:中世)である。

掘立 3(第 15。 47図 )

調査区北西部C2・ 3区に位置する。桁行 2間、梁行 2間を測る総柱建物で、SB2床面にて検出
した。建物を構成する柱穴は8基 (SP①～③)を検出した。建物規模は桁行長4.81m、 梁行長2.79m

を測り、建物方位をE-20° ―Wに とる。各柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は径30～ 86cm、 深さ

は検出面下10～ 12cmを 測る。柱穴掘り方埋土は黒褐色粘質シルトである。柱痕はSP③で検出され、

径8cm、 深さ10cmを 測る。柱痕埋土は暗褐色粘質シルトである。なお、SP④・⑥では埋土中に径 3
～ 5cm大の礫が数点含まれていた。

遺物は柱穴掘り方埋土中より、土師器片が少量出上した。図化しうるものを1点掲載した。

出土還物

198は土師器郭の底部である。推定底径6.Ocmを 測る。底部外面は摩滅により調整は不明である。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、出土品の特徴から概ね古代の遺構とする。

掘立 6(第 15。 48図 )

調査区南西部F・ G2区に位置する。桁行 2間、梁行 1間の南北棟で、建物を構成する6基の柱穴

(SP①～⑥)は、第Ⅶ層上面にて検出した。建物規模は桁行長3.68m、 梁行長1.88mを 測り、建物方位

をN-5° 一Wに とる。各柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は径24～ 32cm、 深さは検出面下16～

40cmを 測る。柱穴掘り方埋土は灰色砂質シルトである。

遺物は埋土中より少量の土師器片が出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期特定しうる遺物の出土はないが、柱穴埋土が基本層位の第Ⅱ層に類似することから、概

ね中世の遺構とする。
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① 黒褐色(10YR2/2)粘賢シルト。
② Bき褐色(7.5YR3/3)粘 質シルト。
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第47図 掘立3測量図・出土遺物実測図
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第48図 掘立6測量図
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樽味四反地遺跡16次調査

(4)その他の遺橋と遺物

調査では遺構内及び掘立柱建物柱穴を除き、205基の柱穴を検出した。このほか、第V層中や重機掘

削時に遺物が出上した。なお、重機掘削時の出土品は層位や地点が不明であるため、ここでは「地点

不明出土遺物」として実測図を掲載する。

1)柱 穴

調査で検出した柱穴は、埋上で分類すると以下の 6種類 (1類～ 6類)である。

1類 :灰色土……………………………77基 (土師器、陶磁器、鉄器が出土)

2類 :灰褐色土…………………………20基 (土師器が出土)

3類 :褐色土…………………………… 6基 (土師器、須恵器が出土)

4類 :暗褐色土…………………………86基 (弥生土器、土師器、須恵器、石器が出土)

5類 :暗褐色土 (黄色土混入)………・12基 (弥生土器、土師器、須恵器が出土)

6類 :黒褐色土………………………… 4基 (弥生土器、土師器、石器が出土)

上記の柱穴のうち、 1類と4類の柱穴から出土した遺物を 5点掲載した。

出土遺物 (第49図、図版21)

199は S P61(4類)から出上した、弥生土器の壷である。日縁下に径0.4cm大 の円孔を穿つ。弥生

後期。200は S P305(1類 )出上のミニチュア品である。古墳時代。201は S P138(1類 )、 202は S

P134(1類)か ら出土した鉄器で、201は釘、202は器種不明品である。203は SPl(4類 )から出

上した滑石製の臼玉で、直径0.55cm、 厚さ0.35cm、 重さ0。12gを測る。

2)第 V層出土遺物 (第50図、図版22)

204・ 205は弥生土器の壷で、204の頸部には「ノ」の字状文、2051ま沈線文 2条を施す。両者共に内

面ヘラミガキ調整を施す。204は弥生中期後半、205は弥生前期。206は弥生土器の支脚で、受部は大き

く「U」 字状にカットされ、柱部は中空となる。弥生後期後半。207・ 208は土師器奏で、日縁部は内

湾し、口縁端部は内傾する。209。 2101ま 土師器高郭で、2091よ郭脚部の接合は充填技法による。211～

213は土師器の甑で、213は断面円形状を呈する。 5世紀後半。

o              10            20cm

(S=1:4)

2θ夏

0              5cln

(S=■ 2)

d
2θ3

2ν

SP61 :199
SP305 1 200
SP138:201
SP134:202
SPl  :203

第49図 柱穴 出上遺物実測図
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卯 4

遺構と遺物

第50図 第V層 出土遺物実測図
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0             10            20cln

第51図 地点不明 出土遺物実測図 (1)

(S=1:4)
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214は軟質土器の奏または甑の胴部片で、外面に縄蒲文を施す。 5世紀。215。 216イま須恵器の郭身、

217は無蓋高郭である。215。 2171よ 5世紀中葉、216は 6世紀後半。218は須恵器台付椀の脚部、219・

220は奏の口縁部である。219は口縁端部を上下方に拡張し、220は口縁部が方形状となる。219は 5世

紀後半、218。 220は 7世紀。221はサヌカイト製の剥片、222は鉄津である。2231よ碧玉製の管玉で、直

径0.36cm、 長さ1.Ocm、 重さ0.21gを 浪↓る。

3)地点不明出土遺物 (第51・ 52図、図版22)

224は土師器郭、225は皿である。225は推定口径5,8cm、 器高1.2cmを測るほぼ完形品で、底部の切り

離しは回転糸切 り技法による。2261ま青磁碗の胴部片で、蓮弁文が施される。13世紀。227は備前焼の

楯鉢で、体部内面に条線が残る。14世紀。228～ 2301よ弥生土器の重で、228。 229は 回縁部、230は肩部

に櫛描き波状文を施す。228。 2291よ 弥生後期後半、230は弥生中期後半。231は弥生土器高郭の郭部片

で、口縁端面に刻目を施す。弥生中期中葉。232～234は高郭の脚部片で、232は沈線文と未貫通の矢羽

根状透かしを施す。弥生中期後半。2331ま半裁竹管文と径1.4cm大の円孔を穿つ。弥生後期後半。234は

短い柱部から裾部が稜をなして屈曲する。弥生末。235～237は土師器の小型壷である。日縁部は直立

ないし内湾気味に立ち上がり、236の胴部外面にはハケメ調整を施す。 5世紀。238は須恵器提瓶の口

縁部で、日縁端部は尖り気味に仕上げる。 6世紀。239は須恵器大発で、胴部外面に平行叩き、内面に

は円弧叩きを施す。 6世紀。240は土師器奏または鉢の底部である。241は緑色片岩製の石藝で、基部

は欠損する。242は結晶片岩製の伐採斧で、基部と刃部を欠損する。重量199。95gを測る。

(S=1:2)

第52図 地点不明 出土遺物実測図 (2)



樽味四反地遺跡16次調査

4.小 結
今回の調査では、古墳時代前期から後期の竪穴住居・掘立柱建物から構成される集落関連遺構のほ

かに、古代や中世の遺構や遺物を確認することができた。ここでは、集落の変遷を中心にまとめをお

こなう。

(1)弥生時代

弥生時代の遺構は、竪穴住居 1棟 と土坑 1基を検出した。 SB4は 円形住居であるが一部を検出し

たにすぎず、規模は不明である。なお、住居検出時には壁体は遺存しておらず周壁溝のみを検出した。

壁溝内からは杭痕と思われる小ピットを多数検出した。出土遺物が僅少で時期特定は困難であるが、

概ね弥生時代中～後期の住居と考えられる。SKlは直径4.1～4.4m、 深さ1,3m前後を測る円形土坑で、

土坑内からは中位付近にて径 3～ 15cm大の河原石がレンズ状の堆積をなし、さらに土坑基底部付近に

は径 1～3cm大の小礫が密集して堆積していた。なお、基底部付近からは湧水が認められたことから

土坑の性格は井戸または、ため池等の施設であった可能性がある。土坑内からは、弥生時代前期から

中期後半の土器片が埋土上位付近から出土したほか、底部を欠損した土師器奏が土坑上面にて出土し

た。時期特定は難しいが、検出層位や遺物から土坑の上限を弥生時代中期後半、下限は古墳時代中期

後半とする。

(2)古墳時代

古墳時代の遺構は、竪穴住居11棟 と掘立柱建物 4棟を検出した。竪穴住居の時期は、切り合いや出

土遺物から4世紀後半、 5世紀前半、 5世紀後半、 6世紀に大別される。

① 4世紀前半 iSBlは 一辺5.7m前後を測る方形住居で、住居上位には径 5～20cm大の河原石と

共に弥生中期から後期の上器がまとまって出土した。検出状況から、住居廃絶に伴い人為的な埋め戻

しがおこなわれたものと考えられる。住居構造では住居床面にて床4多復に伴う貼床が施され、壁体に

沿って周壁溝が付設されていた。貼床上面からは完形の小型丸底重が出土したほか、埋土中より滑石

製の臼玉や、鉄淳などが出土した。

②  5世紀 iSB2は SBlと切り合う一辺約 6mを測る方形住居で、 SBlと 長軸方向をほぼ等
しくする。 4本柱構造の住居で、床面には部分的に貼床が施されていた。住居内からは完形の小型丸

底重や土師器甕などのほか、埋土上位付近からは弥生土器 (前期～後期)が出土した。出土遺物の特

徴より、 SB2の廃棄・埋没時期は 5世紀前半頃と考えられる。次に、 5世紀後半では 5棟の竪穴住

居を検出した。 SB3・ 5は一辺4.5m、 S B10は一辺5,7m、 S Bll・ 12は一辺 7mを測る方形住居で、

SB5。 10。 11には造り付けのカマドが付設されていた。カマ ドは住居北壁及び東壁に付設され、住

居床面を掘りくぼめた後、土を充填し基盤を造った後に構築されている。住居構築以前の段階で、カ

マド位置があらかじめ決められていたことがわかる。 S B10で は高郭のイ部が伏せた状態で検出され、

カマ ド廃絶に伴う祭祀行為がおこなわれたものと推測される。このほか、 S B10か らはガラス小玉 1

点と臼玉21点が出土した。また、 S Bllか らはカマ ド燃焼部内にて完形の甕が正置に押しつぶされた

状態で出土している。なお、いずれの住居においても主柱穴は特定できなかった。

③ 6世紀 :6世紀の遺構は、竪穴住居 4棟と掘立柱建物4棟を検出した。 SB8・ 9は重複する住

居で、 SB8は 一辺 5m前後を測る方形住居である。 4本柱構造で、住居北壁中央部に馬蹄形状のカ
マ ドが付設されている。 SB9は SB8に 先行する住居であるが、平面形態や規模は定かではない。

―

匠
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出土遺物は混在して取 り上げたものの、出土地点や遺物の特徴からSB9は 6世紀前半、 SB8は 6

世紀後半の住居と考えられる。一方、 SB6。 7も 重複する住居であるが明確な切 り合い関係は認め

られず、改築住居の可能性がある。時期特定しうる遺物の出土はないが、住居埋土が SB8・ 9に酷

似することなどから、概ね 6世紀代の住居と考える。竪穴住居のほかに、掘立柱建物が 4棟検出され

た。このうちの 3棟は竪穴住居と切り合いが認められる建物である。掘立 1、 掘立 2は SB2に後出

する建物で、 2間 ×3間の総柱構造である。両者共に柱は抜き取られたものと考えられ、掘立 1では

柱抜き取り後に扁平な石が柱痕上面に置かれていた。また、掘立 4は SB8に後出する2間 ×3間規

模の建物、掘立 5は 3間 ×3間規模の建物である。出土遺物や切り合いから、掘立 2は 6世紀前半、

掘立 1・ 4は 6世紀後半の建物と考えられる。掘立 5は切り合いがなく時期特定しうる遺物は出上し

ていないが、柱穴埋土が掘立 1・ 2・ 4と酷似することから、概ね 6世紀代の建物と推測される。

このほか、調査区北半部にて、広範囲の凹み (性格不明遺構 :SXl)を 検出した。深さ15～ 40
cmを測り、第V層で埋没している。遺構内からは縄文土器や弥生土器、土師器、須恵器が混在して出

土した。SXlは単なる地形の落ち込みか、あるいは何らかの施設であるかは判断しえないが、樽味

地区において、このような遺構は検出されておらず、その性格や構造解明は今後の課題となる。

④ 古代～中世 :古代や中世では、掘立柱建物を1棟ずつ検出した。掘立 3は 2間 ×2間規模の総
柱建物で、柱穴内からは主に古代と思われる遺物が出上したが、時期特定はできなかった。また、中

世では掘立 6(1間 ×2間 )を検出したほか、地点不明品として備前焼の指鉢や青磁片などが出上した。

今回の調査では、主に古墳時代の住居を多数検出した。このうち4棟の住居からはカマドを検出し

た。特に、カマドの構築方法や規模、及びカマド廃絶方法を解明するうえで貴重な資料を得ることが

できた。また、SBlや SB2か ら出土した河原石や弥生土器 (中期から後期)は、住居廃絶に伴い

混入した可能性があり、住居の廃絶方法を考えるうえでも重要な手がかりを得たものといえよう。し

かしながら、土坑 SKlや性格不明遺構 SXlの時期や性格特定など、課題を残す結果となった。今

後は、周辺の調査事例を待ち、これら二つの遺構を解明すると共に遺構の廃絶方法についても言及し

ていかねIゴならないだろう。

遺物一覧 ―凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について。

法量欄

調整欄

( ):復元推定値
土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、日端→口縁端部、天→天丼部、頸→頸部、胴→胴部、

体→体部、脚→脚部、底→底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。

例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土。

( )の中の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石 。長 (1～ 4)→「 1～ 4 nln大の石英・長石を含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。
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表8 SKl出 土這物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cln) 形態 施文
調  整 色調

i織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 肉 面

1 甕
□径 (217)
残高  61

「く」の字状□縁。
□頸部内面に明瞭な稜あり。

①ヨヨナデ
⑪ミガキ

◎ヨヨナデ
⑩板ナデ?

8琶茶掲色

贈灰褐色

石 '長 (1～ 3)金

◎

2 奮
□径 (224)
残高  61

「く」の字状□縁。
□縁端部はわずかに上方に肥厚する。

⑧ヨコナデ
⑩ハ鉢ミガキ

③/Vケ ?(マメツ)
③ミガキ

橙褐色

橙褐色

石 長(1～ 3)金

◎

3 甕 盛高  26 刻目凸帯文 1条。」ヽ片。弥生前期。ヨコナデ ナ デ
明茶色

明茶色

石 長(1)
◎

4 〓里
□径 (176)
残高  36 広□壺。□縁下端部に刻目。

ヨコナデ
ナデ

ヨヨナデ
ナデ

橙茶色

橙茶色

石

◎
長(1～ 2)

5 〓寮 残高  32 貼付凸帯文み条。 ヨコナデ ハクリ
B旨褐色
Bき茶色

石 長(1～ 3)

◎

6 〓空 残高  55 頸部に段をもつ。弥生前期。 ヨコナデ
ミガキ

ナ デ
乳褐色

写し掲色

石 長(1～ 2)金

◎

フ 高郵
□径 (220)
残高  33 □縁部に員殻施文による列点文あり。

廻 ヨコナデ
ハケ→ミガキ

蛹 ヨヨナデ
ハケ→ミガキ

茶掲色

茶褐色

石

◎
長(1)金

8 高郷
□径 (265)
残高  35 折曲□縁。□縁部内面に段をもつ。

(□端)ヨコナデ
ハケ→ミガキ

〔□端)ミガキ
ヨコナデミガキ

明橙褐色

橙掲色

石 長(1～ 2)金

◎

9 高郵 残高  44 ヘラ沈線文5条十山形文。 ミガキ
mナ デ
⑩ナデシボリ痕

茶掲色

灰褐e
石 長(1)
◎

ジョツキ形
□径 (168)
残高  83

□B同き[片。
□縁端部は尖り気味に丸い。

ミガキ→

ヨコナデ
◎ヨヨナデ
⑩ナデミガキ 色

色

褐

黒

里
い

石 長(1～ 2)金

◎

11 甕
底径  68
残高  46 くびれの上げ底。

ナデ ヨコナデ
(マメツ)

マメツ
橙褐色

黒褐色

石 長(1～ 3)

◎

〓空
９
４

径
高
属
残

上げ底。 ナ デ ナデ
茶褐色

茶褐色

石 長(1～ 4)金

◎
黒斑

士里
８

５

径
高
属
弱

上げ底。
ミガキ

⑥ナデ

ハそア

⑤ナデ
ξし褐色

淡灰黄色

石

◎
長 (1～ 3)金

黒斑

14 不 明
長さ  36
中目    37

「×」の線亥」あり。小芦。 ナデ ナデ
淡茶色

淡茶色

石 長(1)金
◎

看
□径 (170)
器高 301 復元完形

品。□縁端吝[は肉llRする。◎
ヨコナデ
⑩ハク→ナデ

◎ヨコナデ
⑩板ナデ→ナデ

明茶褐色

茶褐色

石 長(1～ 6)金
◎

煤付着

表9 SBl出 土這物観察表   土製品

香号 器種 法景(cm) 形態 施文 調  整 色調
t織目|

生

成

胎
焼

偏者 図版
外  面 肉  面

養
□径 (126)
残高  31 肉浴□縁。器壁は薄い。小片。 ナデ

⑨ナデ
⑪ケズリ

了し褐色

了し褐色

石

◎
長(1～ 2)金

17 甕
径

高

□

残
(140)
48
肉湾□縁。□縁端部はわずかに

内方に肥厚。器壁は薄い。
ナデ ナデ

淡掲色

淡灰茶色
石 '長 (1～ 5)金

◎
黒斑

甕
□径 (161)
残高  49

外反□縁。
□畷部内面に明瞭な稜あり。

ハケ→

ヨコナデ
◎ハrケ→ヨコナデ

⑪ケズリ
了し褐色

∇し褐色

石 長(1～ 2)金

◎

甕
□径 (140)
残高  40 肉浴□縁。□縁端部は内方に肥厚。

ヨコナデ
ハケ ?(マメツ

ナデ ヨコナデ
色

色

褐

褐

渋

淡
密 金
◎

奮
径

高

□

残
(155)
41 直立□縁。器壁は厚い。

御翰ヨコナデ

ナデ(一部ハク
⊆呼ヤグ(6本 /Cm)
のナデ

写し自色

妥し白色

石 '長(1～ 4)

◎

甕
径

高

□

残
(162)
52
直立□縁。
□縁中位に膨らみをもつ。

◎ヨコナデナテ
⑩ハケ(6本 /cm

◎ヨコナデ

⑪ハケ(6本 /clnl
写し橙白色

乳橙白色
石 長(1～ 3)金

◎

甕
□径 (170)
残高  19

内湾□縁。□縁端吝日は丸い。
畿内系。小片。

ヨコナデ ナデ ヨコナデ
渋黄褐色

淡黄褐色
長(1～2)金

◎

甕
□径 (236)
残高  58

大型品。□縁端部は上内方に拡張。
□縁端面は凹む。

デナコ

ア^

ヨ
ナ

甑
⑩

⑧ヨコナデナデ
ωケズリ?

橙褐色

橙掲色
石 長(1～3)金
◎

〓霊
□径 107
器高  83

」ヽ型丸医壼の完形品。□縁端き,は尖り気味に

仕上1状 底部夕ヽ面には手持ちベラケズリを施坑
◎ヨコナデ
0凰⊃ケズリ

∽ ]]ナデナテ

Щ 工具ナデ

淡了し褐色

淡橙褐色
石 長(1～ 4)金

◎
黒 斑

一空
径

高

□

残
二重□縁壼。□縁部 1/2の残存。 ⑨

ヨコナデ
のノヤケ(7本 /cm

⊂亜Θけデヨ]ナテ
⑩板ナデ?

淡茶褐色

渋茶褐e
石

◎
長(1～3)0

鉢
□径 (116)
競高  40 □縁端部は丸い。小店。 ナデ ナデ

写し茶褐色

淡褐色
石 長(1～2)金

◎

鉢
底径 (120)
残高  45 脚付鉢。柱据部境に沈線文 1条。

ハケ(5本 /cm)
瞼的ヨヨナデ

ケズリ
色

色

褐

掲

橙

橙
石 長(1～ 3)

◎

高郵 残高  83
円筒状の柱部。柱部内面にシボリ
痕あり。住部完形品。

ナデ
シボリ痕
工具ナデ ナデ

了し掲色

了し掲色

石

◎
長(1～ 4)

高 邪 残高  69 円筒状の柱彗[。 ハケ ミガキ
ヨコナデ

板ナデ

ヨコナデ

橙茶色

渋黄褐色
石 長(1～ 2)

◎

高郵 残高  75 円筒状の柱吝[。
柱部内面にシボリ痕あり。

ミガキ(マメツ
シボリ痕
ナデ

褐色

茶褐色
石 長(1～ 2)金

◎



SBl出 土這物観察表   土製品

遺物観察表

番号 器種 法量(cm) 形態 施文 調  整 色調
i織目|

土
戯
胎
燒

偏考 図版
外  面 肉  面

高邪 残高  56 日去,部片。 ハク(10本/Cm) ケズリ
明茶褐色

明茶褐色
石 長(1～2)金

◎
黒斑

高不
底径 (103)
残高  63

ラツパ状に開く脱,部。
ロム,裾端部は丸しヽ。

ハケ(5～6本/cm
マメツ

ナデ ハク?
⑤ヨコナデ

淡黄褐色

淡橙色

石 長(1～3)金

◎

甕
□径 (206)
残高  41

折曲□縁。□縁端面に亥J目文、胴部1予ヘラ功
線文2条と亥」目文を施坑 ]小生前期。」ヽ∴

ヨコナデ ◎ ヨコナデ
ナデ

茶褐色

茶褐色

石

◎
長(1～2)金

黒斑

34 甕
□径 (263)
残高  15

折曲□縁。□縁端面に沈線文と刻
□文を施す。弥生前期。

ヨコナデ ヨコナデ
淡明茶e
淡明茶色

石 長(1～2)金

◎

甕
□径 (220)
残高  31

貼付凸幕文 1条。凸帯上に布目圧
痕あり。弥生中期。

ヨコナデ ヨコナデ ナデ
淡茶掲色

渋茶褐e
石 長(1～ 2)

◎

甕
□径 (268)
残高  16

□縁端部は上方に拡張。小片。
3小生中期。

ナデ マメツ ヨコナデ ナデ
マメツ

茶褐色

茶褐色
長(1)金
◎

甕
□径 (171)
残高  45 肉湾□縁。小片。弥生中期。

③ヨコナデ
のハケ→ナデ

③ハIケ→ヨコナテ
⑩ハケ 色

色

褐

褐

黒
長(1)金
◎

黒斑

甕 残高  23 貼付凸帯文 1条。小片。弥生前期。 ナデ ナデ
ミガキ

色

ｅ

褐

褐
長(1)
◎

甕 嚇高  18 折曲□縁。□縁内面に籾圧痕あり。
小片。3小生前期。

ナデ ナデ
茶掲色

茶褐色

石

◎
長(1～2)金

甕 残高  38 沈線文 1条十山形文。小h。
弥生前期。

ミガキ ヨコナデ
色

色

褐

褐

乳

乳
石 長(1～ 3)

◎

41 甕 残高  39
ヘラ沈線文2条十山形文。小片。
3小生前期。

ナデ
ミガキ

ミガキ
橙褐色

橙褐e
石 長(1～2)金
◎

甕
６

４

径

高

底

残
平属。3小生中期後半。 ミガキ ナデ

茶褐色

褐色

石

◎
長(1～2)金

甕
径
高
底
残
(68)
46 上醐哀。弥生中期中葉。 ナデ→ヨコナテ ナデ

B音褐色
Bき褐色

石 長(1～ 2)

◎
黒斑

44 士空
□径 (172)
残高  65

広□壺。□縁上端面に亥」目文、頸き阿こ

貼付凸帯文1条を施税 弥生中期中葉。
ナデ ヨコナデ ヨコナデ

Bき茶褐色
Bき茶褐e

石 長(1～3)金
◎

黒III

一霊
□径 (167)
残高  74

太顕壺。□縁端剖は上下方に拡張し、□縁
端面に凹線文3条を施坑 弥生中期後半。

ナデ ハク

(マメツ)
Ш ヨコナデ
ハケ ミガキ ?

橙褐色

波褐色

石

◎
長(1～ 3)

〓空
□径 (186)
残高  61

太頸壷。□縁端面に凹線文3条、頸部に貼付
凸帯文1条 (布目押圧)を施玩抑生中期後半。

ヨコナデ
Qのヨコナデ
ハケ→ミガキ

▼し褐色
灰褐色

石 長(1～2)金

◎
黒斑

〓空 残高  28 複合□縁壺。波状文2段あり。
小片。3小生後期。

ヨコナデ ハケ(8本/cm)
色

色

茶

茶
石 長(1)
◎

〓空 残高  60 員殻施文による列点文あり。
弥生中期後半。

ナデ ナデ
色

色

橙

橙

乳

乳
石 '長 (1～3)金

◎

〓空 残高  34 貝殻施文による列点文あり。小片。
弥生中期後半。

マメツ ナデ
茶褐色

淡茶褐色
石 長(1～ 2)

◎

一空 残高  31 貝殻施文による列点文十沈線文5条。
小片。3が生中期後半。

マメツ ナデ
淡褐色
Bき灰色

石 長(1～ 4)

◎

士空
径

高

底

残 平底。底部完形。 ハケ マメツ ハケ→ナデアゲ 渋掲色
淡褐色

石

◎
長(1～ 3)

黒斑 ?

鉢
□径 (183)
残高  49

外反□縁。□縁端きFは上下方に拡張。
小片。3小生後期。

ハケ→ミガキ 1 Ш
ヨコナデ

ノヤケ→ナデ代ガキ0
黒茶褐色
日き茶褐色

石 長(1～ 2)金

◎

煤付着
9

鉢
□径 (198)
残高  67

外傾□縁。□縁端部は丸い。
弥生後期。

Θマメツ
⑩ハケ(7本たm リ

ケ
ズ
ハ
ケ

◎

⑪
橙褐色

橙褐色

石 長(1～ 3)

◎

54 鉢
径

高

底

残
(90)
24
日吉,付鉢。裾端部は「コ」の字状に仕
上げる。弥生後期。

ハケ92-13本/cm
瞼端)ヨコナデ

ハケ(11～ 12本 /Cm)
ナデ

淡貫褐色

淡黄掲色

石 長(1～ 3)金

◎

高郵
□径 (212)
鳴高  46

凹線文6条十亥」目文。
弥生中期後半。

ヨコナデ ヨコナデ
淡茶色

了し褐e
石 長(1)金
◎

器 台 残高  88 柱吝[片。φ20cmの円=し
2段を2

箇所看取。
マメツ マメツ(ナデ)

色

色

橙
橙

長(1)
◎

支脚
底径 (130)
器高 155 U字形支脚。脚部の一BFのみ欠損。ナ デ ナデ

淡黄橙色

渋黄褐色

石 長(1～ 2)金

◎
黒斑

深鉢 残高  30 □縁端部に亥」□文。小片。
縄文晩期。

ナデ ナデ
淡写し褐色

黒褐色

石

◎
長 (1～ 2)金

黒斑

表10 SBl出 土遺物観察表   石製品

番号 器  種 残  存 材  質
法 皇里

備 考 図版
長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(c4) 曇さ (9)

スクレイバー ほぼ完存 サヌカイト 07 840

スクレイパー 完存 サヌカイト 14 085

-75-



表1l SBl出 土遺物観察表   金属製品

番号 器 種 残  を 材  質
法

備 老 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 匡さ(cm) 重さ (9)

澤 不 明 54 7558

表14 SBll出 土遺物観察表   土製品

樽味四反地遺跡16次調査

(1)

表12 SBl出 土遺物観察表   玉類

番号 器  種 残  荏 材  質 色
法

偏 者 図版
亘径 (cm) 高 さ (cm) 重さ (9)

臼玉 完形 滑石 灰色 038 02 003

表13 SB2出 土這物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cln) 形態 施文
調  整 色調

t織目|
土
成
胎
焼

備考 図版
外 面 肉 面

甕
□径 (132)
残高 176

直立□縁。□縁端部は「コ」の字状。
1/3の残存。

∞ ヨコナデ
⑩ハケ

Θヨコナデ
⑩ナデ→ケズリ

淡貢橙色

橙色

石 長(1～ 3)金

◎

甕
□径 (129)
蒻高  88

肉潜□縁。□縁端部は丸い。
器壁は薄い。

◎マメツ
⑪ハケ94本 /cけ

◎マメツ(ヨヨナデ)
⑩マメツ(ケズリ)

黒灰褐色

写し褐色
石 長(1～ 3)金

◎
黒現

甕
□径 (154)
残高 133

肉漕□縁。□縁端部は肉方にやや
拡張。□頸y肉面に稜あり。

マメツ ⑪マメツ
(ナデ クズリ)

橙褐色

橙褐色

石 長(1～ 4)金
◎

黒 斑

奎

□径  98
器高  69

小型丸底重の完形品。□縁端部は尖り気

味。底部外面に手持ちヘラケズリを施坑
◎ヨコナデ
⑥ケズリ

◎ヨコナデ
⑪ 工具→ナデ

淡黄褐色

波茶褐色
石 長(1～ 2)金

◎
黒現

〓里 残高  46 小型丸医壺の頸胴部片。 ヨコナデ ⑨ ヨコナデ
ωナデ.ヨコナデ

明褐色

明褐色

石 長(1～ 2)金

◎

〓璽 残高  63 小型丸底壼の頸胴部斥。1/2の残存。 帥茅帥
⑭
⑪

◎ヨヨナデ
⑪ナデ→ヨヨナデ

掲色

淡茶褐色

石 長(1)金
◎

黒斑 ?

里 残高  32 頸胴部小片。 /＼ク

(7本 /Cm)

⑪ミガキ
ヨコナデ

灰茶褐色

灰茶掲色

石 長(1～ 4)

◎

高邪
□径 (165)
残高  52 郵部片。 ヨヨナデ ミガキ?

了し茶色

了し白褐色

石 長(1～ 2)金

◎

高郵 残高  33 柱部外面に面取り痕あり。 板ナデ
⑩面取り

①ミガキナデ
⑪工具ナデ

褐灰色

淡褐色

石

◎
長(1～ 2)

高郵
底径 (112)
残高  20 脚裾部小片。柱裾部内面に稜あり。

マメツ

(ヨコナガ

マメツ

(ヨ コナデ)

了し橙色

了し橙色

密

◎

甑
□径 (250)
残高 102 直立□縁。□縁端部は丸い。 ヨコナデ マメツ(ナデ)

茶掲色

淡茶褐色

石

◎
長(1)金

甕
□径 (250)
残高  35

折曲□縁。□・iZ端面に亥J目文、胴部にヘラ沈線
文3条とタテ方向の山形文あり。伽生前期。

ヨコナデ
◎ヨコナデ
ナデ ヨコナデ

淡褐色

淡褐色

石 長(1～ 2)金

◎

雷
□径 (242)
残高  59

折曲□縁。□縁端面に亥」目文、胴部
にヘラ沈線文3条あり。3が生前期。

ナデ ヨコナデ ナデ(マメツ)
灰褐色

淡掲色

石 長(1～3)金

◎
黒現

奮
□径 (180)
瑳高  18

折曲□縁。□縁端面に刻目文あり。
1ヽ片。弥生前期。

ヨコナデ ナデ
淡掲色

淡褐色

石 長(1～ 2)

◎

甕
□径 (273)
残高  23

□縁上端
=Iに
貼付凸帯文1果。凸帯下端

に刻目文、胴部に線亥」あり。3小生前期。
ヨコナデ ナデ

灰褐色

灰茶褐色

石 長(1～ 2)金

◎

〓奎
□径 (240)
残高  28

広□壺。□縁内面に貼付凸幕文、□縁

端面に山形文あり。3小生中期中葉。
ヨコナデ ヨコナデ

色

色

茶

茶

石

◎
長(1～ 3)

高邪
□径 (254)
残高  39 郵部片。3が生後期後葉。 マメツ マメツ

橙色

橙色

石 長(1～ 2)

◎

甕
底径  40
残高  70 上げ底。3小生後期前葉。

マメツ(タタキ/Y力

⑤ナデ
ナデ

茶褐色

淡茶掲色

石 長(1～ 3)金

◎
黒現

深鉢
□径 (288)
残高  35

□縁端に貼付凸帯文、凸帯下端に

刻目文を施す。縄文晩期。

ヨコナデ
マメツ ハクリ

ナデ ヨコナデ
B旨褐色

掲色

石

◎
長(1)

番号 器種 法量(cm) 形態 施文 調  整 色調棧目|
生
成
胎
焼

備老 図版
外  面 肉  面

甕
□径 (203)
残高  58

外反□縁。□縁中位に膨らみを
もつ。□縁部 1/2の残存。

⑧ナデヨコナデ
⑪ハク

③ハク(6本たm)
aナデ

淡茶掲色

茶褐色
石 長(1～ 4)

◎

奮
□径 (255)
残高  33

肉澄□縁。□縁端部はわずかに

肉傾する。小片。

ヨコナデ

(マメツ)
ヨコナデ

明褐色

明褐色

石 長(1～ 4)金

◎

甕
□径 161
残高 156 底部欠損。外反□縁。

①ヨコナデ
饉味がツ?ウナデ デ

デ
サ
ナ
デ
コ
ナ
ヨ
板
⑨
③

橙褐色

橙茶色

石 長(1)
◎

高邪
□径 165
残高  56

郵部ほぼ完形。郷き[下位にはわず
かに稜あり。

マメツ マメツ
明橙茶色

明橙茶e
石 長(1～ 2)金

◎

高邪 残高  54 郵部片。邪部下位に稜あり。 ナデ ヨコナデ ナデ ヨコナデ
橙茶色

橙茶色

密

◎

-76-



番号 器種 法量 (cln) 形態 施文 調  整 色調
t織冨|

胎土

焼成
備著 図版

外 面 内 面

高郵 残高  25 B古 ,き[片。 ナデ 工具ナデ
灰茶褐色

灰茶掲色

留

◎

例
径
高
□
器

131
51
□縁部を一部欠損。□縁端部は尖り

気味。底き[は平底。
マメツ(ナデ) マメツ

橙茶色

了し白褐色

石 長 (1)

◎
黒斑

遺物観察表

SBll出土遺物観察表   土製品

表18 SB10出 土這物観察表   玉類

(2)

(1)

表15 SB12出 土這物観察表   土製品

番号 器種 法量(cm) 形態 施文 調  整 色調絵目;
胎土

焼成
偏看 図版

外 面 肉 面

歳里
□径 (168)
残高  30

□縁中位に凸線 1条。
□縁端面は凹む。

回転ナデ 回転ナデ
濃灰色

濃灰色

密

◎

表 16 SB10出 土這物観察表   土製品

番
=
器種 法量 (cln) 形態 施文

調  整 包調
t織目|

土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 肉  面

奮
□径 (221)
残高  33

肉潜□縁。□縁端部は内傾し、

やや肥厚する。
ヨコナデ ヨコナデ ナデ

淡黄褐色

渋掲色

石 長(1)金

◎
黒斑

甕
径
高
□
残
(21 0)

33
内湾□縁。□縁端部は肉傾し、内側に
やや肥厚する。□縁端面はナデ凹むc

ヨコナデ ◎ヨヨナデ
⑬ナデヨコナデ

淡黄灰色

淡黄灰色

石 長(1～3)金

◎

初
径
高
□
器

120
55 ほぼ完形品。□縁端部は尖り気味。ナデ ナデ

明橙色

明橙色

密 金

◎

椀
径

高

□

器

120
55 3/4の残存。□縁端部は尖り気味 ナデ ナデ

淡橙色

明橙色

密 金

◎

94 椀
径

高
□
器
(120)
47
□縁部を一部欠損。

底き卜は凹凸あり。
ナデ ナデ

明橙色

明橙色

密 金

◎

初
径
高
□
残
(126)
43
□縁端部は肉傾する面をもつ。
体部内面に暗文風のヘラミガキあり

ヨコナデ
ミガキ ?

①ヨコナデ
④ミガキ

淡橙色

写し橙掲色

密 金

◎
黒III

初
径
高
□
残
(139)
31 外反□縁。小片。

ヨコナデ ヨヨナデ
了し褐色

黒褐色

石 長(1～3)霊

◎
黒現

高郵
径

高

□

残

151
66
不部完形品。不部下位に不明瞭な
稜あり。□縁部はやや外反する。

◎ヨコナデ
ナデ ヨコナデ

ヨコナデ ナデ

(マメツ)

黄橙褐色

橙掲色

留

◎
票現

高イ
径
高
□
残
(170)
45 邪部小片。 マメツ マメツ

淡橙色

淡橙0
石 長(1～ 2)

◎

高郵
底径 (103)
残高  16 月吉,と[小片。柱据きF肉面に稜あり。 マメツ

ハケ

マメツ(ナデ)
淡橙掲色

淡橙茶色

密 金

◎

高郵
底径 (106)
残高  22 脚部府。柱据部内面に明瞭な稜あり マメツ マメツ

黄橙色

羮橙色
長 (1)

◎

罰 残高  61 把手部完形品。胴部との接合痕あり。ナデ 灰褐色
石 長(1～ 2)金

◎

甑 残高  50 把手きF完形品。
胴部との接合に伴う突起部あり。

ナ デ ▼し褐色
石 長(1～ 41金

◎

lTN蓋
□径 (124)
器高  42

1/2の残存。扁平な天丼き[。 □縁端吝[
は水平な面をもち、端面はやや凹む。

○画磯ヽラケズリ
◎回転ナデ デデけ

ナ
ロ
○
◎

青灰色

青灰色

留

◎

104 不蓋
□径 (128)
残高  33

小片。□縁端部は肉傾する凹面を

なす。
回転ナデ 回転ナデ

暗灰色

D音灰色

密

◎

郷 蓋 残高  25 小府。扁平な天丼部。 回転ヘラクズリ
回転ナデ

回転ナデ
色

色

灰
灰
膏

密

◎

蓋
□径 (126)
器高  49 萄蓋高郷の蓋。 1/3の残t3。

○回,ラケズリ
→回転ナデ

○ナデ
回転ナデ

黒灰色

青灰色

留

◎

高不
□径 (146)
残高  57

無蓋高lTN。 1/3の残存。凸線2条十
波状文(6～8条 )。 透かし痕あり。

回転ナデ 回転ナデ
灰黒色

黒灰色

密

◎
自然馳

霊

□径 (156)
残高  22

広□壺。□縁端き[は断面三角形状
を呈する。小片。

回転ナデ 回転ナデ
色

ｅ

灰

灰

密

◎

表17 SB10出 土這物観察表   金属製品

番号 器 種 残  を 材 質
法 一璽

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cln) 厚さ(cm) 重さ (g)

不明 不 明 鉄 45 034

番号 器 種 残  存 材  質 色
法 重

備 者 図版
直 径 (cm) 高 さ (側 ) 重さ (o)

臼玉 完形 滑石 緑灰色 036 026 003



樽味四反地遺跡16次調査

S B10出土遺物観察表   玉類 (2)

番号 器 種 残  存 材 質 色
法 一璽

偏 者 図lta
直径 (cm) 高さ(cm) 重さ (o)

111 臼玉 完形 滑石 緑灰色 049 028 006

日玉 完形 滑石 緑灰色 044 030 007

臼玉 完形 滑石 黒灰色 047 028 007

日玉 完形 滑石 灰色 039 029 007

臼玉 完形 滑石 灰色 052 018 007

臼玉 完形 滑石 灰色 018 008

117 日玉 完形 滑 石 黒灰色 045 034 008

臼玉 完形 滑 石 黒灰色 049 023 008

日玉 完 形 滑石 黒灰色 040 029 008

日玉 完 形 滑石 緑灰色 050 029 008

臼玉 ほぼ完形 滑石 緑灰色 047 029

122 日玉 完形 滑石 黒灰色 048 035 009

日玉 完形 滑石 灰色 048 030 009

124 臼玉 完形 滑石 黒灰色 049 033

125 日玉 完形 滑石 緑灰色 048 041

126 日玉 完形 滑石 黒灰色 049 036

127 臼玉 完形 滑石 緑灰色 048 037 011

128 臼玉 完形 滑石 黒灰色 048 038 012

日玉 完形 滑石 緑灰色 057

臼玉 1/2 滑石 緑灰色 (041) 037

小玉 完形 ガラス 青色 050 025 009

表19 SB5出 土遺物観察表   土製品

番号 器種 落量 (cm) 形態 施文 調  整
0調
t織目;

生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

甕
□径 (184)
器高 280 復元完形品。□縁下位に稜あり。

⑪ハク
→板ナデ

①ヨコナデ
aナデ

贈灰褐色

褐色

石 長(1～3)霊

◎
黒現

甕
□径 (154)
残高  60

内湾□縁。□縁端部は内傾する丸味
のある面をもつ。

9ヨコナデ
③ハケ(10本 /cm

◎ヨヨナデ
⑩ナデ

淡橙褐色

淡橙褐色

石 長(1～4)金

◎

甕
□径 (165)
残高  83

肉湾□縁。□縁端部は内傾する丸味のあ
る面をもち、内側にわずんЧこ肥厚する。

◎ヨコナデ
⑪ハケ(マメツ)

⑬ハケ→ナデ
⑪ナデ

淡褐黄色

淡褐黄色
石 長(1～2)笠

◎

135 霊

□径 (139)
残高  43

二重□縁壼。□縁端面はナデ凹む。
小片。

ヨコナデ ◎ヨコナデ
⑩ケズリ→ナデ

写し茶褐色

了t茶褐色
褻 金

◎
黒現

奎 残高  54 底部完形品。 ⑪ハケ
⑥ハケ→ナデ

ナデ 板ナデ 橙褐色
橙茶褐色

石 長(1～2)登

◎
黒現

椀
□径 121
器高  56

体部は内湾し、□縁g[は短く直立
する。□縁端部は内傾する。

③ ヨコナデ
∩ナデ

◎ヨヨナデ
∩ナデ

橙褐色

橙褐色
石 '長 (1～3)釜

◎

高 郵
□径 (177)
残高  56

郷き[下位にわずかに稜をもち、
□縁部は外反する。

マメツ マメツ
淡掲色

淡褐色

密

◎

蓋
□径 (119)
器高  51

有蓋高邪。つまみ上部は凹む。
□縁端部は内傾する凹面をなす。

○回転ヘラケズリ

◎□IAナデ
回転ナデ

灰色

青灰色

密

◎

郵 身
□径 (108)
器高  50

たちあがり端部は肉傾し、受部端
に沈線状の凹みが巡る。

◎ 回転ナデ

⑤ 回転ヘラケズリ
回転ナデ

色

色

灰

灰

圭［
圭閑

密

◎
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表20 SB3出 土遺物観察表 土製品

表21 SB8出 土還物観察表 土製品

表22 SB8出 土這物観察表 石製品

遺物観察表

番居 器種 法量 (cm) 形態 施文
調  整 色調

i織目;
胎土

焼成
備考 図版

外 面 内 面

141 郵蓋
□径 (112)
残高  48

丸味のある天丼部。
□縁端き[は肉傾する。

○ 回転ベラケズリ

◎回転ナデ
回転ナデ

灰色

膏灰e
密

◎

142 高邪
□径 (148)
残高  23 □縁き[小片。 ナデ ナデ

橙褐色

橙褐色

留

◎ 黒斑

143 高 邪 嚇高  15 不部小片。 ナ デ ミガキ
淡褐色

橙掲色

密 金

◎

144 甕 残高  26 貼付凸帯文刊条。□唇部に押圧あり。
弥生前期。

ナデ ヨヨナデ ナデ
茶掲色

褐色

石 長(1)金

◎

145 甕 残高  23 貼付凸帯文 1条。凸幕下位に刻目
文あり。3が生前期。

ナ デ ミガキ?
茶褐色

掲色

石 長(1～2)金

◎

146 奮 残高  25 貼付凸帯文1条。凸帯上に亥U目あり。
弥生前期。

ナデ ヨコナデ ミガキ?
茶褐色

茶褐色

石 長(1～ 2)

◎

甕 残高  30 貼付凸帯文1条。凸幕上に刻目あり。
弥生前期。

ミガキ? マメツ
茶掲色

茶褐e
石 長(1～ 3)

◎

一霊 残高  35 肩き[片。員殻施文による列点文あり。
弥生中期後半。

マメツ(ナデ) ナデ
B音茶掲0
淡茶色

石 長(1～3)金

◎

〓空 残高  48 ～
沈線支4条十1rl文 +ヘラ沈線文1条
+斜線文十ハラ沈線文2条。弥生前期。

ナデ? ナデ 板ナデ 淡褐色

=し

茶掲色

石 長(1～2)釜

◎
黒斑

150 〓里
径
高
底
残

平底。底部外面にヘラ沈線文2条。
弥生前期。

ナデ
ミガキ?
→ナデ

橙褐色

橙褐0
石

◎
長 (1～2)登

番号 器種 法量(cm) 形態 施文
調  整 色調絵目;

土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 肉  面

甕
□径 (210)
残高  29

肉沼□縁。□縁端部は内傾し、

内方にやや肥厚する。」ヽ片。
ヨコナデ ヨコナデ =し

茶掲0
gし茶褐色

石 長(1～ 3)

◎

甕
□径 (180)
嚇高  59 直立□縁。□縁端部は丸く仕上げる。

⑥ハケ(10本 /帥
(マメツ)

ナデ (マメツ)
茶褐色

茶褐色

石 長(1～2)霊

◎

高イ 残高  27 不部下位に稜あり。小片。 マメツ (ナデ) マメツ(ハケ?)
淡茶掲色

渋茶褐e
石 長 (1)

◎

高郵
底径 (118)
残高  13 柱据部内面に明瞭な稜あり。小片。マメツ ナデ (マメツ)

淡茶掲色

淡茶褐色

密

◎

155 高邪
径

高

底

残
柱裾部内面に明瞭な稜あり。小片。ミガキ ナデ ヨコナデ

(マメツ)
橙茶色

淡橙茶色

密

◎

椀
□径 (164)
残高  82

体部は内冶し、□縁部はわずかに

外反する。
③ヨコナデ
mハヶ ハ ケ

暗茶掲色
階掲色

石 長(1～2)登

◎
黒斑

157
製塩

土器

□径 (108)
残高  36 直□□縁。□縁端部は尖る。 タタキ ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色

石 長 (1)

◎

邪蓋
□径 (122)
残高  37

丸味のある天丼部。
□縁端き[は内傾する。

回転ナデ 回転ナデ
膏灰色

青灰色

密

◎ 自然釉

郵 蓋 残高  35 断面三角形状の鋭い稜あり。小府。○
回転ベラケズし
0回転ナデ 回転ナデ

黒灰色

膏灰色

密

◎
自然X白

不 9
□径 (119)
器高  31

たちあがりは低く内傾し、たちあが
り端部は尖り気味。 1/4の残存。

⑧ 団弘ナデ

∩回けラケズし
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

吾
つまみ径 38
残高 24 有蓋高郵。つまみ中央部は凹む。

鰻の回転ナデ
○ 回転ベラケズし

回転ナデ
色

色

灰

灰

青

密

◎ 自然釉

162 高邪 瘍高  30 脚部片。透かしを
2箇所看取。

小片。
回転ナデ 回転ナデ

色

色
灰
灰

圭自
〓閑

密

◎

一霊
径

高

□

残
(87)
38 外反□縁。□縁端面に沈線1条あり。回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
自然釉

一霊
□径 (120)
残高  35

広□壷。□縁端部は上下んに拡張
する。

回転ナデ □IAナデ
白灰色

白灰色

密

◎

165 庭 蒻高  22 頸部片。波状文10条あり。 回転ナデ
ナデ
回転ナデ

B百赤灰色

階灰色

留

◎

一里 残高  21 ヘフ沈線文3条十木葉文。3小生前期。ミガキ ナデ
灰褐色

黒灰色

石 長 (1)金

◎
黒斑

167 土錘
４

１欝
幅

完形品。φ04cmの穿]し。 ナデ (マメツ) マメツ
橙褐色

了し褐色

密

◎

番号 器  種 残 存 材 質
法 里皇

備 者 図版
長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ(卸 ) 重さ (9)

石庖丁 1/5 結晶h岩 22 355
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樽味四反地遺跡16次調査

土製品表23 掘立 1出土遺物観察表

表24 掘立 2出土這物観察表 土製品

表25 SXl出 土這物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態 施文
調  整 色調棧目|

生

成

胎

焼
偏考 図版

外 面 内 面

郵蓋
□径 (122)
残高  25 小片。□縁端部は尖る。 回転ナデ 回転ナデ

B音灰色

青灰色

密

◎
自然釉

170 高郵 瑳高  38 脚部片。透かしをね箇所看駅。小片。回転ナデ 回転ナデ
黒灰色

灰e
密

◎
自然釉

171 奮
□径 (303)
残高  27

内湾□縁。頸き[に貼付凸帯文 1条。
凸帯上に布目圧痕あり。

ヨコナデ ◎ヨコナデ
⑩ナデヨコナデ

要し茶掲色

要し茶褐色
石 長 (1～ 2)

◎

172 残高  20 凹線文4条十円形浮文。 ヨコナデ ヨコナデ
茶褐色

茶褐色

石 長 (1)

◎

173 一里 残高  56 肩き[片。亥」目文あり。小片。 ハケ→ミガキ ナデ
茶褐色

暗茶褐色
石 長(1～2)霊

◎

174 高郵 残高  13 ]却き「/」 片ヽ。 ナ デ ナデ
了し白e
乳白色

石 長 (1～ 2)

◎

番号 器 種 法量 (cm) 形態 施文 調  整 色調
t織目; 胎土

焼成
偏 者 図版

外  面 肉  面

175 郵 蓋
□径 (113)
残高  36

丸味のある天丼部。
□縁端部は内傾する。」ヽ斥。

⑬回転ハラク
③回転ナデ

ズリ
回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎

邪蓋
□径 (124)
残高  40

丸味のある天丼部。
□縁端部は内傾する。

○回転ヘラケズリ
◎回転ナデ

回転ナデ
青灰色

青灰色

笞

◎

177 虚 残高  31 凸線2条十波状文16条。 回転ナデ 回転ナデ
色

色

灰

灰

黒

暗

密

◎
自然釉

番号 器種 法量(cn) 形態 施文 調  整 色調棧目|
胎土

焼成
備考 図版

外  面 内  面

浅鉢 残高  62 をヽh。 ミガキ ナデ ミガキ ナデ B音褐色

灰褐色

石 長(1～4)金

◎
黒斑

甕
□径 (215)
残高  41

折曲□縁。□縁端面に刻目文、胴部
にヘラ沈線文2条。

ミガキ ナデ ナデ 茶褐色

淡褐0
石 長 (1～ 3)

◎

甕
径
高
□
残

貼付凸帯文 1条。 ヨコナデ ヨコナデ
茶色

茶褐色

石 長(1～2)登

◎

奪 残高  17 □縁端吝Bに亥」目文。 ナデ マメツ
B音褐色

淡茶色

石 長 (1)

◎

甕 残高  39 ヘラ描きタテ沈線文6条。 ミガキ ヨコナデ
B晋茶褐色

淡茶色

石 長(1～2)登

◎

軍

径

高
□
残

大型品。□縁下に段あり。 ミガキ ミガキ
色

色

茶
茶

石 長(1～2)登

◎
黒斑

肇 残高  45 ヘラ沈線文2条十木葉文。 ミガキ ナデ
淡茶褐色

淡褐色

石 長(1～4)釜
◎

〓霊 残高  28
ヘフ沈線文3条十タテ沈線文5条十
タテ沈線文3条。

ミガキ ヨコナデ
0晋茶褐色

淡茶褐色

石 長(1～2)金

◎
黒斑?

霊 残高  52 頸部片。段あり。 ミガキ ハケ ナデ 橙茶褐色

褐色

石 長(1～2)金

◎

空 嘘高  49 肩き[片。斜線文 3条。 ミガキ ナデ
黄茶褐色

橙茶色

石 長(1)金
◎

一空 残高  35 ヘフ沈線文3条十山形文(2条¬組)。 ミガキ
ナデ
ミガキ ?

淡褐色

淡褐色

石

◎
長 (1)金

霊 残高  19 広□壺。□縁部は上下方に拡張し、
□縁端面に斜格

=目
文あり。

ヨヨナデ マメツ
写し黄茶色

黒灰色

石 長 (1～ 2)

◎

高邪
底径 (165)
残高  12 肱,裾吝[yl、府。

ヨコナデ
→ミガキ

ハケ(6本/cm)→
ミガキ(ヨ]→夕71

淡橙茶色

淡橙茶色
密 金

◎

高郵 残高  18 郵吝[下位に段あり。 ミガキ ナデ
色
色
茶
茶

石 長(1～2)金

◎

192 甕
径

高

底

残
(7 2)

13 平属。小后。 ナデ ナデ
階灰茶褐色

茶褐色

石 長(1～2)金

◎
黒斑

甕
底径 (62)
弱高  15 平属。 ナデ ナデ (マメツ)

写し茶掲色

=し

茶掲色

石 '長 (1～ 2)

◎
黒 斑

194 lTk蓋
□径 (112)
残高  20

l」 片ヽ。 回転ナデ 回転ナデ
灰e
青灰色

密

◎

195 高郵
□径 (160)
残高 41 無蓋高邪。凸線2条十波状文5条。回転ナデ 回転ナデ

濃青灰色

濃青灰色

努

◎
自然釉

椀
□径 (86)
嚇高  36

把手付椀。凸線2条十波状文6条。
小片。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

灰色

密

◎
自然不日
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遺物観察表

表26 SXl出 土遺物観察表   玉類

番号 器 種 残  存 材 質 e
法 墓

備 考 図版
直径 (cm) 高さ(帥 ) 重さ (a)

臼玉 3/4 滑石 緑灰色 045 032

表27 掘立3出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (o4) 形態・施文
調  整 色調

t織目;
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 肉  面

邪
底径 (60)
残高  1.9

平属。 マメツ(ナデ) マメツ(ナデ)
淡写し褐色

淡橙茶色

密

◎

表28 柱穴出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

t織目;
土
成
胎
焼

備考 図版
外  面 肉  面

199 里 残高  5,2 □縁下にφ04cmの P3]しあり。 ナデ ナデ
暗灰茶褐色

皓茶褐色

石・長(1～2)登

◎
SP61
黒斑

ミニテュア 残高  28 小h。 タタキ?
ナデ

ナデ
淡赤茶色
yし白色

石。長 (1)金

◎

表29 柱穴出土遺物観察表   金属製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 雲

峯
侑 著 図版

長さ(cm) 幅(釧 ) 厚さ(cm) 重さ(9)

釘 ほぼ完存 鉄 479 SP138

202 不 明 不 明 鉄 46 1.4 383 SP134

表30 柱穴出土遺物観察表   玉類

番号 器 種 残 存 材 質 色
法 量

偏 者 図版
直径 (gn) 高さ(cm) 重さ (g)

203 臼玉 完形 滑石 緑灰e 055 0.35 012 SPl

表31 第V層出土這物観察表   土製品 (1)

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調  整 色調

t織目!
胎土

焼成
偏考 図版

外 面 内 面

204 〓望
径

高
□
残
(12.4)

83
□縁端面に凹線文2条、頸部に「ノ」
の字状文あり。

③ヨコナデ
∩ハケ(10本/cm:

◎ヨコナデ
⑪ナデ→ミガキ

灰茶褐色

暗茶褐色

石

◎
長(1～2)釜

20C 空

径
高
□
残
(15,0)

63
□縁端面に凹線文η条、頸部に沈線

文2条あり。
ミガキ・ナデ ミガキ ナデ 橙茶色

橙茶色

石`長(1～2)霊

◎

支脚
□径 (112)
残高 16.4

U字形支脚。中空。 ナデ ハク ナデ・ハク
皓茶褐色
Eき褐色

石・長(1～5)登

◎

甕
□径 (186)
残高  7.2

内潜□縁。□縁下位に稜あり。

□縁端部は肉傾する。
①ヨコナデ
のノウ (5本 /cm)

◎ヨコナデ
⑤ナデ'板ナデ

橙茶褐色

橙茶褐色

石。長(1～2)宣

◎

20C 甕
□径 (17.1)

残高 206
肉湾□縁。□縁端部は内傾する凹面をな現

B同上位にタテ方向の沈線文1条あり(線刻か。
⑪ハケ(5本たm)
(マメツ)

⑩ナデ→
ハケ(3-4本獅 )

橙茶色

橙茶色

石 長(1～2)登

◎

209 高郵
□径 (15.2)
器高 124

□縁部は外反し、柱裾部は外方に

内湾して開く。充填技法。
ナデ→ヨコナデ ◎

ナデ・ヨコナデ

⑪ケズリ
明橙茶色

明橙茶色

石 長(1～2)金

◎

高lTh
径

高
底
残
(100)
63 柱裾部境内面に不明瞭な稜をもつ。マメツ

シボリ痕
マメツ

淡橙褐色

淡橙褐色

密

◎
黒斑

甑
□径 (240)
残高  5.2

直□□縁。□縁端面はナデ凹む。

小片。

マメツ
(ハケ・ナデ)

マメツ

(ハケ ナ刃
淡橙褐色

淡橙褐色

石 長(1～2)金

◎

罰 残高  83 胴部庁。把手部接合痕が残る。
小片。

ハケ(5本 /釦 )
(マメツ)

ナデ
マメツ

橙褐色

橙褐色

石 長(1～2)釜

◎

甑 蒻高  6.3 把手部完形品。断面円形。 マメツ(ナデ) マメツ(ナデ)
淡橙茶色

了し茶色

石・長(1～ 2)

◎

214 甑か甕 弱高  5.5 軟質土器。外面に縄薦文あり。 タタキ(マメツ) マメツ
橙褐色

橙褐色

石。長 (1～ 3)

◎

郵身 残高  33 たちあがりは内傾し、受部は水平に
のびる。

回転ナデ
回転ヘラケズ七

回転ナデ
青灰色

青灰色

密

◎

郵身
□径 (12.2)

残高  40
たちあがりは低く内傾し、端部は
尖り気味に丸い。

◎ 回転ナデ

の 回戦ラケズリ

回転ナデ

⑥ナデ 色

色

灰
灰
青

密

◎

217 高郵
□径 (15,0)
残高  52 無蓋高郵。凸線2条十波状文5条。

◎回転ナデ
⑤酎ベラクズリ

回転ナデ
灰色

膏灰色

密

◎

218 台付椀
径
高
属
残
(100)
35
「ハ」の字状に開く高台。 回転ナデ

Θ回転ナデ
→ナデ

白灰色

白灰色

密

◎

甕
□径 (200)
残高  5.5

□縁部は上下方に拡張し、断面三角

形を呈する。
回転ナデ 回転ナデ

青灰色

青灰色

密

◎
自然釉



樽味四反地遺跡16次調査

第V層出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法量(帥 ) 形態 施文 調 整 色調
t織目;

生
成
胎
焼

備著 図版
外  面 肉  面

甕 残高  29 □縁端部は府形状を呈し、□縁端面
はやや凹む。小舟。

回転ナデ 回転ナデ
灰色

青灰色

密

◎

表32 第V層出上遺物観察表   石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 星

備 考 図版
長さ(cm) 幅(gn) 厚さ(師 ) 重さ(g)

剥片 サヌカイト 10.3 104.43

表33 第V層出土遺物観察表   金属製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 屋

備 者 図版
長さ(cln) 幅 (gn) 厚 さ (on) 重さ (c)

鉄滓 鉄 4,3 23.48

表34 第V層出土這物観察表   玉類

番号 器 種 蒻 存 材 質 e
法 量

備 著 図版
直径 (cln) 高さ(on) 重さ (@)

管玉 完形 碧玉 青緑色 036 1 00 0.21

表35 地点不明出土遺物観察表   土製品

番号 器種 法憂(卸 ) 形態 ,施文
調 整 色調

i織目|
土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 肉  面

邪
径
高
□
残
(14.4)

34 小片。
マメツ
(ヨコナデ)

マメツ
(ヨコナデ)

灰白色

灰白色

留

◎

皿
径
高
□
器
(58)
1.2
底部回転糸切り。□縁部一部欠損。

ヨコナデ

⑤回転糸切り
⑤ヨコナデ
→ナデ

乳茶色

薯し茶色

密

◎

226 碗 蒻高  20 青磁碗。蓮弁文あり。小h。 施釉 施釉
薄緑色

薄緑色

密

◎ 趾
睡

227 摺鉢
□径 (24,8)

残高  37 備前焼。条線5条あり。 ヨコナデ ヨコナデ
贈赤褐色
贈赤褐色

密

◎

228 霊

□径 (14.5)
残高  4.0

複合□縁壺。波状文4条あり。
弥生後期。

ヨコナデ
ハク(7本 /gn)
→ナデ

茶褐色

茶褐色
石,長 (1～6)金
◎

229 〓望 残高  17 復合□縁壼。□縁端面に波状文4～
5条あり。弥生末。

ヨコハク? ハク(10本 /帥 )
茶褐色

茶褐色
石・長(1～2)

◎

壼 残高  52 肩部片。波状文4条以上。
弥生中期後半。

ハケ(マメツ) ナデ
淡橙褐色

淡黄褐色

石・長 (1～4)

◎

高邪
□径 (25,8)

残高  20 □縁錦部に刻目文。9Jl生中期中葉。ヨコナデ ヨコナデ
茶褐色
階茶褐色

石 ,長(1～2)登

◎
黒斑

高郷 残高  6.5 刀緑又
9条十未買通の矢羽根透かけ

弥生中期後半。
ナデ

シボリ痕
ナデ(マメツ)

淡茶褐色

淡茶褐色
石,長 (1～2)=
◎

高郵 残高  1,7 半哉竹
管文+φ l.4帥の円]し。

弥生後期後半。
ミガキ→ナデ ナデ・ハケ

淡茶色

淡茶色

石・長(1)
◎

高郵 残高  52 短い柱部。弥生末。 マメツ
マメツ
0次リヨコナデ

橙褐色

橙褐色

石・長(1～3)
◎

〓霊
□径  7.6
器高  79 小型丸底壼。□縁部を一部欠損。

◎ヨコナデ
◎ナデ

ナデ

⑤工具ナデ
写し橙色

写し橙色

石・長(1～2)霊
◎

黒斑

望

径

高
□
蒻
(81)
62 小型丸底壺。□縁部はやや肉湾する。

◎ヨコナデ
⑧ハケ∝本廟 )

⑤ナデヨコナデ
エ具ナデ

淡茶褐色

淡茶褐色
石 ,長 (1)金
◎

黒斑?

〓里
８

４

径
高
□
弱 」ヽ型丸属壼。□縁部は直立気味。

◎ヨコナデ
∩ナデ

◎ヨコナデ
⑤ナデ

淡黄灰色
淡黄灰色

石・長(1)金
◎

黒斑

提瓶
□径 (6.8)
琉高  4.9 □縁部。□縁端部は尖り気味に丸い 回転ナデ

◎回転ナデ
⑬ナデ

青灰色

灰色

密

◎

甕
底径 (15.0)
残高 338 胴部 1/4の残を。 平行D「き 円弧8日き

色
色
灰

灰

密

◎

24C 甕か鉢
腐径 (182)
残高  1.8 小h。 マメツ(ナデ) マメツ

乳白茶色

乳白茶色

密

◎

表36 地点不明出土這物観察表   石製品

番号 器 種 茂 存 材 賢
法 奎

備 考 図版
長さ(帥 ) 幅(gn) 厚さ(帥) 重さ(9)

241 石撃 基部欠損 緑色片岩 4.5 2410

242 磨製石斧 1//2 結晶片岩 19995
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第 5章 調査の成果と課題

樽味四反地遺跡14次・16次調査は、樽味地区重要遺跡確認調査として実施した。両調査からは主に、

古墳時代を主体とする集落遺構や遺物を確認することができた。

弥生時代の遺構は、14次調査にて中期後半の上坑を、16次調査では、中期から後期の竪穴住居と土

坑を検出した。このうち、16次調査検出の上坑SKlは直径 4m以上、深さ1.3m前後を測る大型円形
土坑で、土坑内からは砂や河原石が密集して出上したほか、土坑基底部からは湧水が認められた。こ

れらのことから、 SKlは井戸もしくは貯水施設として利用された可能性が考えられる。これまで、
樽味地区においては、井戸や貯水施設等の遺構は検出されておらず、今後、周辺の調査により、SK
lの性格や用途が解明できることを期待する。

このほか、SKと や古墳期の竪穴住居内より、弥生時代前期の上器片が数点ではあるが出上してい

る。

さてヽ今回の報告では古墳時代の遺構の検出例が最も多い。特に16次調査では、11棟の竪穴住居や

4棟の掘立柱建物を確認した。このうち、竪穴住居は4世紀後半のSBlを初現とし、 5世紀前半の

SB2、 5世紀後半では5棟の竪穴住居 (SB3・ 5。 10'11・ 12)が検出され、さらに6世紀では

4棟の竪穴住居 (SB6・ 7・ 8・ 9)を検出した。これらの中には建替えもしくは重複関係が認めら

れるものもあり、樽味地区においては、古墳時代を通して集落が継続して営まれていたことがわかる。

検出した竪穴住居のうち、SBlでは埋土上位にて大量の河原石と共に弥生時代中期後半から後期
の上器がまとまって出上しており、住居廃絶に伴う人為的な埋戻しが行われた様子が伺われる。

住居形態をみると、平面形態は方形もしくは長方形を呈し、規模は一辺 6m前後のものと、4.5m前

後のもののほか、一辺 7mを超えるやや大型住居がある。なお、 6世紀代の住居は、住居全体を検出

しておらず、平面形態や規模は定かではない。

このほか、掘立柱建物は切り合いや出土遺物より、概ね 6世紀以降の建物と推測される。

注目される遺物では、第V層中より縄蒲文を施した軟質土器片が 1点出土している。

次に、古代では14次調査検出の溝 SDl・ 2が注目される遺構である。溝の形状は調査地内を東西

方向に延び、溝西端は南側へ向けて「 L」 字状に折曲がっている。溝内からは弥生土器や土師器、須

恵器が混在して出土したが、主に7～ 8世紀代の土器が占める割合が高く、埋土や出土遺物より概ね、

古代まで存続した溝と推測される。樽味地区における古代遺構の検出事例は少ないものの、硯片や奈

良三彩などの出土例が報告されており、今回検出した溝を含め、今後、樽味地区における古代集落の

範囲や構造及び性格解明が重要となる。
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写 真 図 版 デ ー タ

1.遺構は、主な状況については、 4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィ

ルムで撮影し、35剛判で補足している。一部の撮影には高所作業車を使用した。

使用機材 :

カメラ  トヨフイールド45A       レンズ  スーパーアンギュロン9011ull 他
アサヒペンタックス67           ペンタックス67 551HIl 他
ニコンニューFM2            ズームニッコール28～ 851Hll 他

フィルム 白 黒 ネオパンSS。 アクロス

カラー アステイア100F

2.遺物は、 4× 5判で撮影した。すべて白黒フィルムで撮影している。

使用機材 :

カメラ   トヨビュー45G
レンズ   ジンマー S2401nlll F 5.6他
ストロオヾ  コメット/CA32。 CB2400
スタンド等 トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101
フィルム  白黒 ネオパンアクロス

3.単色図版は、自黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機  ラッキー450MD。 90MS
レンズ  エル・ニッコール135111111F5.6A・ 5011ull F2.8N

印画紙   イルフォー ドマルチグレー ドⅣ RCペーパー

4.製 版  写真図版175線

印 刷   オフセット印刷

用 紙  マットコー ト 76.5kg

【参考】『埋文写真研究』vol,1～19  『報告書制作ガイド』
[大西朋子 ]
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樽味四反地遺跡14次調査
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樽味四反地遺跡16次調査
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1 調査地全景 (北東より)

2 西壁土層 (南東より)



樽味四反地遺跡16次調査
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1 北半部遺構検出状況 (南より)

2 南半部遺構検出状況 (北 より)
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樽味四反地遺跡16次調査
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SKl遺 物出土状況 (南東より)
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樽味四反地遺跡16次調査
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樽味四反地遺跡16次調査
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樽味四反地遺跡16次調査
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樽味四反地遺跡16及調査
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経
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東
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調査期間

調査面積

だ
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市町村 1遺跡番号

樽味四反地14次

樽味四反地16次

樽味 4丁目

219香地 1

樽味 4丁目

222番地 1

38201

38201

33°50′11〃

33°50′ 11″

132° 47′48′

132° 47′46′

20060703

;

20060831

20061101

∫
20070330

64

523

重要遺跡

確認調査

重要遺跡

確認調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

たるみ したんじ

樽味四反地14次

たるみ したんじ

樽味四反地16次

集落

集落

弥生時代

古墳時代

～古代

弥生時代

古墳時代

古代～中世

土坑

溝

竪穴住居・土坑

竪穴住居・掘立柱建物

掘立柱建物

弥生土器、土師器、

須恵器、陶磁器、

石器

縄文土器、弥生土器、

土師器、須恵器、

石器、鉄器、

臼玉、ガラス玉、管玉

古墳時代から古代の

溝の検出

古墳時代中期の竪穴

住居に付設されたカ

マ ドの検出

要  約

樽味四反地遺跡14次調査では、古墳時代から古代にかけての「L」 宇状に折れ曲がる溝を検

出した。滞の形状から、地境あるいは集落を区画するための溝と考えられる。樽味四反地遺

跡16次調査からは古墳時代の竪穴住居11棟を検出した。このうち 5棟の住居にはカマドが付

設されており、当時のカマド形状や規模、構築方法を知る貴重な資料を得ることができた。
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